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今月の表紙は鈴鹿ポイントゲッターズサッカー教室の様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先にご確認ください。
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伊賀線全線開通100周年
大正、昭和、平成、令和と４つの時代を走り続けてきました。 今月の納税

●納期限　８月１日 （月）
納期限内に納めましょう
固定資産税（２期）
国民健康保険税（１期） 2022 年（令和４年）７月１日　発行／伊賀市　編集／総務部秘書広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-24-7900　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　87,782 人　○世帯数　40,490 世帯
○男　43,127 人　　○女　44,655 人

伊賀市の人口・世帯数
令和４年５月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

７月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◦各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

◦伊賀市応急診療所（一次救急）
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※各種感染症検査（新型コロナウイルスなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◦ 伊賀市救急・健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◦三重県救急医療情報センター
☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24時間）

◆感染防止対策室
　感染防止対策室の業務は、さまざまな感染から患
者さんやそのご家族、病院職員、そして病院に出入
りするすべての人を守ることです。
　現在、特に新型コロナウイルス感染症が、重要な
取り組み対象となっています。この感染症は 2019
年に発生が確認されてから３年近く経過しますが、
ウイルスが変異を繰り返し、今も多くの人が感染し、
医療機関や高齢者施設、学校などではクラスター（集
団感染）が発生しています。
　当院ではこれまでも厚生労働省が定めるガイドラ
インに基づく感染防止対策を行ってきました。最近
は、新型コロナウイルス感染症の主な感染経路とさ
れる飛

ひ
沫
まつ
感染や接触感染を防ぐため、換気や消毒な

どの対策を
一層強化し
ています。
　また、職
員が病院の
外で感染す
るリスクも
あるため、院外における活動も含めた感染対策の独
自ルールを定め、全職員が一丸となって感染防止に
取り組んでいます。
　なお、職員だけでなく、患者さんをはじめ来院さ
れるすべての人に、マスクの着用、手指消毒、体温
測定を行っていただいています。皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。
　今後も地域の皆さんに安心して受診していただけ
るように、病院を挙げて感染対策に取り組んでいき
ます。　

（感染防止対策室　副室長　前田　きよ美）

上野総合市民病院だより

日 月 火 水 木 金 土
１
　上野

２
　名張

３
岡／名

４
　岡波

５
　名張

６
　岡波

７
　名張

８
　上野

９
　上野

10
　岡波

11
　岡波

12　
　上野

13
　岡波

14
　名張

15
　上野

16
　名張

17
岡／名

18
　岡波

19
　名張

20
　岡波

21
　名張

22
　上野

23
　上野

24
　岡波

25
　岡波

26
　上野

27
　岡波

28
　名張

29
　上野

30
　上野

31
岡／名

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。
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１
０
０
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
伊

賀
白
鳳
高
等
学
校
工
芸
部
の
皆
さ
ん
に
木

製
の
ベ
ン
チ
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
７
月

18
日
の
１
０
０
周
年
の
日
に
合
わ
せ
て
茅

町
駅
に
設
置
す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
工
芸
部
長
の
森
本
泰
成
さ
ん
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　「
駅
を
利
用
す
る
人
が
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
な
温
か
み
の
あ
る
ベ
ン
チ
を
制
作

し
て
い
ま
す
。
学
校
の
み
ん
な
に
意
見
を

聞
い
た
り
、
机
や
椅
子
の
資
料
を
参
考
に

背
も
た
れ
の
角
度
を
工
夫
し
た
り
し
ま
し

た
。『
あ
の
ベ
ン
チ
良
か
っ
た
な
あ
』
と

印
象
に
残
る
ベ
ン
チ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。」

　
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
時
代
に
合
わ
せ
て
車
両
は
新
し
く
な
り
、

現
在
は
切
符
も
自
動
券
売
機
で
買
う
こ
と

が
で
き
る
伊
賀
線
で
す
が
、
沿
線
に
は
歴

史
を
感
じ
る
建
造
物
が
今
も
残
っ
て
い
ま

す
。

　
昔
日
の
姿
を
残
す
こ
れ
ら
の
建
造
物
の

う
ち
に
は
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登

録
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
貴
重
な

物
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
在
も
伊
賀
線

を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。
（
詳
し
く
は
28

ペ
ー
ジ
「
伊
賀
市
の
文
化
財
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

　
と
こ
ろ
で
、
冒
頭
で
「
上
野
町
か
ら
名

張
ま
で
」
と
紹
介
し
ま
し
た
が
、「
伊
賀

線
っ
て
、伊
賀
神
戸
駅
ま
で
な
の
で
は
？
」

と
思
っ
た
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
現
在
、
忍
者
市
駅
（
上
野
市
駅
）
か
ら

名
張
方
面
へ
向
か
う
時
に
は
、
伊
賀
神
戸

駅
で
電
車
を
乗
り
換
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
実
は
、
伊
賀
線
は
１
９
６
４（
昭

和
39
）
年
ま
で
、
伊
賀
神
戸
か
ら
さ
ら
に

名
張
市
内
ま
で
線
路
が
通
っ
て
い
ま
し
た
。

　
廃
線
か
ら
50
年
以
上
が
経
ち
、
当
時
の

名
残
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
か
つ
て

電
車
が
走
っ
て
い
た
と
き
の
橋
や
路
盤
が

現
在
も
一
部
残
っ
て
い
ま
す
。

　
鉄
道
は
市
民
の
安
心
感
の
拠
り
ど
こ
ろ

で
あ
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
活
力
の
源

で
す
。

　
１
０
０
周
年
を
機
に
、
鉄
道
が
存
在
す

る
こ
と
の
意
義
を
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。
そ
し
て
、
地
域
の
経
済
や
文
化

を
育
ん
で
く
れ
た
大
き
な
財
産
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
大
切
に
残
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
ね
。

1916年

1922年

1926年
1930年

1941年
1944年

1964年
2007年

2016年
2017年
2018年
2019年
2022年

上野駅連絡所（現・伊賀上野）～
上野町（現・上野市）間開業
上野町～名張（後の西名張）間延
伸開業
伊賀上野～名張間全線電化
参宮急行電鉄の榛原～伊賀神戸間
開通に伴い接続駅として伊賀神戸
駅開業
上野町駅が上野市駅に改称
近畿日本鉄道が発足。近畿日本鉄
道の伊賀線となる
伊賀神戸～西名張間運輸営業廃止
伊賀鉄道設立。上下分離方式によ
る新事業形態へ移行
伊賀線開業１0０周年
公有民営方式へ事業形態を変更
「四十九駅」開業
上野市駅に愛称「忍者市駅」
伊賀線全線開通１0０周年

　
伊
賀
地
域
で
は
、
１
８
９
０（
明
治
23
）

年
、
関
西
鉄
道
に
よ
り
三
雲
〜
柘
植
間
が

開
通
し
、
三
重
県
で
初
め
て
の
鉄
道
駅
と

し
て
柘
植
駅
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
に
は
同
鉄

道
に
よ
り
、
現
在
の
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線
の
ル

ー
ト
で
柘
植
〜
加
茂
間
が
開
通
し
、
佐
那

具
、
上
野
（
現
・
伊
賀
上
野
）
、
島
ヶ
原

の
各
駅
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
域
に
は
鉄
道
が
開
通
し
ま
し
た
が
、

上
野
駅
と
上
野
中
心
部
の
間
に
距
離
が
あ

っ
た
た
め
、
開
業
時
か
ら
連
絡
が
課
題
と

さ
れ
、
１
９
１
６
（
大
正
５
）
年
に
、
伊

賀
軌
道
に
よ
り
上
野
駅
連
絡
所
（
現
・
伊

賀
上
野
）
〜
上
野
町
（
現
・
上
野
市
）
間

【伊賀線関係 略年表】

周
年

100

伊

賀

線

全
線
開
通

　
日
本
で
初
め
て
、
新
橋
〜
横
浜
間
に
鉄
道
が
開
通
し
て
今
年
で
１
５
０
年
。
伊
賀
鉄
道
伊
賀
線

も
全
線
が
開
通
し
て
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
１
０
０
年
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

　
今
回
、
そ
ん
な
伊
賀
線
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

沿
線
に
残
る
歴
史
的
建
造
物

伊
賀
線
の
歴
史

伊
賀
線
の
未
来
に
向
け
て

名
張
行
き
が
あ
っ
た
！？

　

せ
き
じ
つ

が
開
業
し
て
鉄
道
で
結
ば
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
１
９
２
２
（
大

正
11
）
年
に
は
上
野
町
か
ら
名
張
（
後

の
西
名
張
）
ま
で
路
線
が
延
び
、伊
賀
線

が
全
線
開
通
し
ま
し
た
。

▶
廃
線
区
間
に
残
る
橋
の
跡（
神
戸
地
区
）

1970年代 撮影
▲昔は貨物列車もあり、伊賀上野駅を経由して
　国鉄（現・JR）から来た貨物を運んでいました。　　　　　　

▲1983年 撮影　

　制作に取り組む伊賀白鳳
　高等学校工芸部の皆さん

▲1962年 撮影

▲1962年 撮影（上野市駅東方踏切）

　

大
正

、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
４
つ
の
時
代
を
走
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
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現
在
、
市
内
の
空
き
家
数
は
約

２
１
０
０
棟
で
す
。
今
後
、
高
齢
者
の
み

世
帯
が
10
年
で
約
１
０
０
０
世
帯
減
少
す

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
に
空
き
家
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

◆
空
き
家
に
な
っ
た
理
由

　
空
き
家
の
所
有
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
で
は
、
空
き
家
に
な
っ
た
（
住
ま
な
く

な
っ
た
）
理
由
と
し
て
、
約
７
割
が
、
住

ん
で
い
た
人
が
死
亡
し
た
、
入
院
や
施
設

入
所
し
た
き
っ
か
け
で
空
き
家
に
な
っ
た

と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
尋

ね
た
と
こ
ろ
、
検
討
し
て
い
る
・
決
ま
っ

て
い
な
い
、
わ
か
ら
な
い
と
回
答
し
た
人

が
８
割
以
上
と
な
り
、
今
後
の
活
用
方
法

が
決
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

①
空
き
家
を
取
り
巻
く
状
況

　
空
き
家
の
増
加
が
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
市
内
で
も
人
口
減
少
に

合
わ
せ
て
急
速
に
空
き
家
が
増
え
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
の
管
理
は
所
有
者
の
義
務
で

す
。
し
か
し
、
所
有
者
の
み
の
問
題
と

す
る
の
で
は
な
く
、「
身
近
な
地
域
の

問
題
」
と
し
て
、
地
域
住
民
と
市
が
連

携
し
て
問
題
を
解
決
で
き
る
仕
組
み
を

つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
今
回
、
猪
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会

を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、
空
き
家
問
題

に
関
す
る
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
の
で

紹
介
し
ま
す
。

地
域
と
共
に
空
き
家
問
題
を
考
え
る

〜
空
き
家
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
な
い
た
め
に
〜

①
空
き
家
を
取
り
巻
く
状
況

②
空
き
家
の
発
生
予
防
に
向
け
て

③
地
区
内
の
危
険
空
き
家
の
対
策

勉
強
会
の
テ
ー
マ

【
問
い
合
わ
せ
】　
空
き
家
対
策
室

　
☎
22
・
９
６
７
６

　
℻  
22
・
９
７
３
６

　

akiya@
city.iga.lg.jp

9,000

8,500

8,000

7,500

7,000

予
備
群

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年

（第６次伊賀市高齢者福祉計画）

実績値 推計値

伊賀市高齢者のみ世帯推計

①住んでいた人が死亡した
②住んでいた人が病院への入院や福祉
　施設への入所のため
③他所に住む家族と一緒に暮らすため
　住み替えた
④その他・わからない

①利活用方法が決まっている
②利活用方法を検討している
③利活用方法は決まっていない
④わからない

①57%

①16%④14%

②25%
③45% ②12%

③13%

住まなくなった理由空き家の今後の利活用

④18%

　
空
き
家
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
地
域

で
で
き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。

【
取
り
組
み
例
】

◆
家
族
、
親
族
で
話
し
合
い
を
す
る

　
今
住
ん
で
い
る
家
が
空
き
家
に
な
っ
た

場
合
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
、
早
い
段
階

か
ら
話
し
合
い
を
す
る
。

◆
家
財
の
片
付
け
を
す
る

　

空
き
家
の
活
用
が
進
ま
な
い
理
由
に
、

家
財
や
ご
み
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
家
財
な
ど
の
片
付
け
を
計

画
的
に
行
う
。

◆
登
記
簿
の
確
認
を
す
る

　
登
記
が
現
状
と
合
っ
て
い
な
い
と
活
用

や
売
却
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、

法
務
局
で
家
や
土
地
の
登
記
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
確
認
す
る
。

②
空
き
家
の
発
生
予
防
に
向
け
て

　
猪
田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
が
行
っ
た

地
区
内
の
空
き
家
調
査
の
結
果
、
約
60
件

の
空
き
家
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
３
割
程
度

は
、
草
が
伸
び
た
り
瓦
が
落
ち
た
り
す
る

な
ど
適
正
な
管
理
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

地
域
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
危
険
空
き

家
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
所
有
者
が
空
き
家
を
管
理
で
き
な
い
場

合
、
地
元
地
区
が
有
償
で
草
刈
り
な
ど
の

管
理
を
代
行
し
、
環
境
を
保
全
し
て
い
る

事
例
な
ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
法
に
基
づ
き
所
有
者
調
査
や

助
言
・
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
所
有

者
の
特
定
に
時
間
を
要
し
た
り
、
経
済
的

理
由
な
ど
で
改
善
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
が
永
年
放
置
さ
れ
る
と
改
善
が

進
み
に
く
い
こ
と
か
ら
、
空
き
家
に
な
る

前
の
段
階
か
ら
、
所
有
者
が
活
用
方
法
や

売
却
な
ど
の
方
向
性
を
し
っ
か
り
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

ワンストップ空き家相談会
　市では、空き家に関するさまざまな相談をワンス
トップで対応できる空き家相談会を開催します。

【と　き】　７月 30 日㈯　午後１時～４時
　（受付：午後０時 30分～３時 30分まで）

【ところ】　本庁舎　１階市民スペース

【内　容】　空き家に関する相談全般（売買・管理、
相続・贈与の名義変更、成年後見、土地の境界確定、
建築物の耐震・リフォーム、不動産鑑定、資産活用、
空き家の除却、空き家バンク制度など）

【相談例】
○空き家になり数年経つが、草刈りや掃除など管理
が大変なため売却するか取り壊すか迷っている。

○地区内の空き家が管理されておらず、草が道に伸び、
通学路に壁材などが落ちてきそうで困っている。
○将来空き家になったときに売却しやすくするた
め、リフォームや耐震のことについて聞きたい。

【相談員】
　宅地建物取引士・司法書士・土地家屋調査士・不
動産鑑定士・建築士や建設業の専門家、市職員

毎回好評！

申込不要

③
地
区
内
の
危
険
空
き
家
の
対
策猪

田
地
区
住
民
自
治
協
議
会
会
長　

森
井　
寛
章
さ
ん

　
猪
田
地
区
で
は
、
地
域
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
が
あ
る
危
険

空
き
家
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
空
き
家
問
題
を
地
域
課
題

と
位
置
づ
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
住
民
自
治
協
議
会
で
空
き
家
調
査
表
を
作
成
し
、

地
域
に
あ
る
空
き
家
を
地
図
に
落
と
し
込
み
、
建
物
の
状
況
ご
と
に
ラ
ン
ク
分
け
を
行

い
、
実
態
把
握
を
行
い
ま
し
た
。
所
有
者
が
存
在
す
る
も
の
の
適
正
管
理
さ
れ
ず
、
経

済
的
な
理
由
な
ど
で
何
十
年
も
の
長
き
に
わ
た
り
放
置
し
、
家
屋
倒
壊
寸
前
の
状
態
も

見
受
け
ら
れ
、
積
極
的
な
空
き
家
対
策
の
必
要
性
を
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

通路や隣地へはみ出した立木
車や通行者の通行を妨害

破損した土台や柱
建物倒壊の危険

割れた窓や扉
不審者の侵入
治安の悪化

壊れた屋根や壁
建築部材の落下、飛散

放置されたごみ
悪臭の発生
不法投棄の誘発
放火の危険

適
正
管
理
が
行
わ
れ
な
い
空
き

家
は
地
域
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す

―出前講座を行っています―
空き家対策室では、地域の皆さんと一緒に解決策を考えていきます。
地域で出前講座の開催を希望される場合はお気軽にご相談ください。
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バスで肺がん検診・結核健診を行います

肺がん検診・結核健診のお知らせ
【対象者】
○肺がん検診：昭和 58年４月１日以前に生まれた人
○結核健診：昭和 33年４月１日以前に生まれた人

【検診内容】　胸部レントゲン検査
※結核健診は感染症法に基づく法定健診です。肺がん
検診を同時実施します。

〈予約電話〉☎ 22-9653
　平日の午前 8時 30分～午後 5時 15分
※予約時に①氏名 ②生年月日 ③住所 ④電話番号 ⑤
希望日・場所をお聞きします。
※予約受付後、受診票と受診時間などを記載した案内
の書類を健診 1週間前に送付します。
※事前に予約が必要です。
※定員になり次第締め切ります。
※お住まいの地区以外でも受診できます。
※聴覚障がいなどで電話でのお申し込みが困難な人
は、来庁、ファックス（22-9666）でも受け付けます。

【注意事項】
○職場の健康診断や人間ドック、医療機関などで胸部
レントゲン検査を受けた人は受診する必要はありま
せん。
○妊娠中または妊娠している可能性のある人は受診で
きません。
○最近６カ月以内に痰

たん
に血が混じったことがある人

は、何らかの病気である可能性が高いため、医療機
関での受診をお勧めします。

【感染症対策のお願い】
○当日、発熱・風邪症状など体調が悪い人は受診でき
ません。
○受診時は必ずマスクを着用し、係員の指示に従って
ください。
○バスは換気、消毒を実施し、係員も感染防止対策を
徹底します。

申込
開始日 月日 受付時間 実施場所 申込

開始日 月日 受付時間 実施場所

７
月
８
日
㈮

8/2
㈫

9：30～ 11：00 上野東部地区
市民センター

７
月
22
日
㈮

8/26
㈮

9：30～ 10：10 友生地区市民センター

13：30～ 14：00 新居地区市民センター 10：40～ 11：30 ゆめが丘地区
市民センター

14：30～ 15：30 小田地区市民センター 13：30～ 14：10 猪田地区市民センター

8/3
㈬

9：30～ 10：00 久米地区市民センター 14：40～ 15：00 古山地区市民センター

10：30～ 11：30 上野南部地区
市民センター 15：20～ 15：40 花垣地区市民センター

13：20～ 14：20 上野西部地区
市民センター

8/29
㈪ 9：30～ 11：00 青山保健センター

14：40～ 15：00 長田地区市民センター
8/30
㈫

9：30～ 11：30 いがまち
保健福祉センター

15：20～ 15：40 花之木地区
市民センター 13：30～ 15：30 伊賀市役所駐車場

8/5
㈮

9：30～ 11：00 島ヶ原地区
市民センター

13：30～ 14：00 三田地区市民センター

14：30～ 15：00 諏訪地区市民センター

◆令和４年度　肺がん検診・結核健診日程

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

※申込開始日は電話が集中しかかりにくいことがあります。
しばらくしてからおかけ直しください。

新型コロナウイルス感染症情報

新型コロナウイルスに関する
お知らせ

　新型コロナウイルスワクチンを接種した人は、「新
型コロナウイルスワクチン予防接種済証（臨時）」ま
たは「新型コロナワクチン接種記録書」でワクチン接
種済であることを示すことができます。
　これらの書類はワクチン接種後に、医療機関または
接種会場で接種情報（日付・接種場所・ワクチンの種
類など）を記入してお渡しします。
　なお、ワクチンの接種証明などを活用した国内での
特典付与またはサービス提供などの取り組みでも予防
接種済証や接種記録書の提示を求められる場合があり
ますので、大切に保管してください。

【問い合わせ】　ワクチン接種推進課
　☎ 41-1550　℻  22-9694

【対象者】
○ 60歳以上の人　※申請不要
　3回目の接種から 5カ月を経過した時点で、順次
接種券を郵送します。接種券の送付時期は３回目の
接種日により異なります。
○ 18歳以上の基礎疾患を有する人　※申請必要
　接種を希望する人は、事前に必ず申請してください。
申請がない限り、接種券は発行されません。
　申請受付後、３回目接種完了から５カ月
が経過した人に接種券を郵送します。

　３回目のワクチン接種を受けることができる期間
は、令和４年９月 30 日までです。（６月 13 日現在
の情報です。）
　まだワクチン接種を受けていない対象者で接種を希
望する場合は、早めに予約してください。市内で接種
できる医療機関は市ホームページや新型コロナウイル
スワクチン接種の総合案内サイト「コロナ
ワクチンナビ（厚生労働省ウェブサイト）」
から確認できます。
※１、２回目の接種を希望する人にも予約できる医療
機関を案内しています。

　５月 23日、国の基本的対処方針が変更され、マス
ク着用についての考え方が示されました。

小学校就学前の児童のマスク着用について
○２歳未満（乳幼児）は、引き続き、マスクの着用は
勧めません。

○２歳以上は、保育所などではマスクの着用を一律に
は求めませんが、施設内の感染状況によっては、マ
スクの着用を求めることがあります。

【問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666
　 kenkousuishin@city.iga.lg.jp

＊１…２m以上を目安
＊２…十分な換気など対策を講じている場合は外すことも可

新型コロナウイルスワクチン予防接種済証新型コロナワクチン追加接種（４回目接種）

新型コロナワクチン追加接種（３回目接種）

マスク着用の考え方

　新型コロナウイルスワクチンの接種は、市民の皆さ
んに受けていただくようご案内していますが、強制す
るものではありません。「感染症予防の効果」と「副
反応のリスク」の双方を理解した上で、接種を受ける
かどうかの判断をしてください。
　また、職場や周りの人などへの接種の強制や、接種
を受けていない人への偏見や差別につながる行為、人
権侵害、誹謗中傷などは絶対に行わないでください。

身体的距離の確保　可能＊１ 身体的距離の確保　不可能
屋内 屋外 屋内 屋外

会話を行う 着用推奨＊２ 必要なし 着用推奨 着用推奨
会話をほとんど行わない 必要なし 必要なし 着用推奨 必要なし

接種記録書３回目接種済証

１・２回目接種済証

コロナ差別に関する人権相談窓口
一人で悩まないで大丈夫
一緒に考えましょう。

【問い合わせ】
○津地方法務局伊賀支局　☎ 0570-003-110
○人権政策課　☎ 22-9683　℻  22-9641
　　　　　　　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp
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65
歳
（
第
１
号
被
保
険
者
）
に
な
る
人

へ
、
誕
生
月
（
１
日
生
ま
れ
の
人
は
誕
生

月
の
前
月
）
に
ピ
ン
ク
色
の
被
保
険
者
証

を
送
り
ま
す
。

介
護
認
定
の
申

請
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す

る
時
に
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
人
へ
７
月
13
日
㈬
に
令
和

４
年
度
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を
発
送

し
ま
す
。

　
65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
の
納
付

は
、
年
金
か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）

で
す
。

　

特
別
徴
収
が
で
き
な
い
場
合
に
限
り
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
納
付
（
普
通

徴
収
）
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
40
〜
64
歳
の
人
の
保
険
料
は
、

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
料
と
の
一
括
納

付
で
す
。

【
特
別
徴
収
の
対
象
に
な
ら
な
い
人
】

○
老
齢
・
退
職
年
金
、
遺
族
年
金
、
障
害

年
金
が
年
額
18
万
円
（
月
額
１
万
５
千

円
）
未
満
の
人

○
65
歳
に
な
っ
た
直
後
の
人

○
他
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
直
後
の
人

○
年
度
当
初
（
４
月
１
日
現
在
）
に
年
金

を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
人

○
年
度
途
中
に
保
険
料
の
所
得
段
階
が
変

更
に
な
っ
た
人

○
年
金
を
担
保
に
し
て
資
金
の
貸
付
を
受

け
た
人　
な
ど

　

災
害
に
あ
っ
た
と
き
や
、
収
入
が
著
し
く

減
少
し
た
と
き
は
、
保
険
料
の
減
免
や
徴
収

猶
予
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
世
帯
の
人
は
保
険
料
の

減
免
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
８
月
１
日
㈪
以
降
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
の
自
己
負
担
割
合
を
記

載
し
た
証
を
、
７
月
27
日
㈬
以
降
順
次
発

送
し
ま
す
。
な
お
、
８
月
１
日
時
点
で
介

護
保
険
要
介
護
・
要
支
援
更
新
（
変
更
）

認
定
申
請
中
の
人
は
、
認
定
結
果
に
同
封

し
ま
す
。

　
現
在
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は
７
月
31

日
㈰
で
す
。
８
月
以
降
分
の
更
新
申
請
の

お
知
ら
せ
を
６
月
下
旬
に
発
送
し
ま
し
た

の
で
、
引
き
続
き
認
定
が
必
要
な
人
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
認
定
証
は
、
介
護
保
険
要
介
護
・

要
支
援
認
定
を
受
け
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介
護

療
養
型
医
療
施
設
に
入
所
し
て
い
る

人
、
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
の
食
費
・

居
住
費
（
滞
在
費
）
を
限
度
額
ま
で
に

抑
え
、
負
担
を
軽
減
す
る
も
の
で
す
。

※
負
担
段
階
を
判
定
す
る
対
象
所
得
に

は
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
の
非

課
税
年
金
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
暮
ら
せ
る

よ
う
に
、
ま
た
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で
支
え
る
た
め

の
制
度
で
す
。

　

一
定
の
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と

き
、市
町
村
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、

指
定
さ
れ
た
事
業
者
か
ら
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に

介
護
保
険
制
度

【
問
い
合
わ
せ
】

　
介
護
高
齢
福
祉
課

　
☎
26
・
３
９
３
９　
℻  
26
・
３
９
５
０　

kaigo@
city.iga.lg.jp

◆
被
保
険
者
証

◆
介
護
保
険
料
納
入
通
知
書
を

発
送
し
ま
す

◆
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

更
新
受
付
中

◆
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を

発
送
し
ま
す

◆
保
険
料
の
減
免
・
徴
収
猶
予

◆
保
険
料
の
納
め
方

Ｑ
．
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
く
て
も
、

保
険
料
を
納
め
る
の
で
す
か
？

Ａ
．
介
護
保
険
は
支
え
合
い
の
制
度
で

す
。
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則

40
歳
以
上
の
人
は
保
険
料
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
く
て

も
、
必
要
に
な
っ
た
時
に
安
心
し

て
利
用
で
き
る
よ
う
、
保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う
。

Ｑ
．
保
険
料
を
納
め
な
い
と
ど
う
な
り

ま
す
か
？

Ａ
．
特
別
な
事
情
が
な
い
人
が
保
険
料

を
納
め
な
い
で
い
る
と
、
督
促
手

数
料
や
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、滞
納
し
た
期
間
に
応
じ
て
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
ほ
か
、
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

よ
く
あ
る
質
問

トピックス
　
10
月
１
日
㈯
に
窓
口
負
担
割
合
が
見
直

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
保
険
者
証
は
２
回

交
付
さ
れ
ま
す
。

○
１
回
目
の
交
付
は
７
月
中
で
、
有
効
期

限
が
９
月
30
日
㈮
ま
で
の
も
の（
紫
色
）

○
２
回
目
の
交
付
は
９
月
中
で
、
有
効
期

限
が
令
和
５
年
７
月
31
日
㈪
ま
で
の
も

の
（
若
草
色
）

　
現
在
の
被
保
険
者
証
（
ピ
ン
ク
色
）
は

８
月
１
日
㈪
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
に
返
却

す
る
か
、
自
身
で
責
任
を
持
っ
て
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

　
９
月
30
日
㈮
ま
で
は
、
医
療
機
関
な
ど

を
受
診
し
保
険
証
を
提
示
し
た
場
合
、
か

か
っ
た
医
療
費
の
１
割
ま
た
は
３
割
を
自

身
で
負
担
し
ま
す
。

　
10
月
１
日
㈯
か
ら
は
、
従
来
の
１
割
負

担
の
う
ち
、
一
定
以
上
所
得
の
あ
る
人
は

２
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
入
院
す
る
時
や
高
額
な
外
来
診
療
を
受

け
る
時
は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
ま
た
は

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

を
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示
す
る
こ

と
で
、
医
療
費
の
支
払
い
が
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
入

院
時
の
食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

※
認
定
証
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※
現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
所
得
区

分
に
変
更
が
な
い
場
合
は
、
自
動
更
新

に
よ
り
７
月
下
旬
に
認
定
証
を
郵
送
し

ま
す
。

　
７
月
中
旬
に
保
険
料
額
と
納
付
方
法
の

通
知
を
送
付
し
ま
す
。
令
和
４
年
度
の
保

険
料
の
賦
課
限
度
額
は
64
万
円
か
ら
66
万

円
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
保
険
料
の
納
付
は
、
原
則
、
年
金
か
ら

の
天
引
き（
特
別
徴
収
）で
す
。
た
だ
し
、

年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
場

合
や
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
を
合
わ
せ
た
１
回
あ
た
り
の
天
引

き
額
が
年
金
の
１
回
あ
た
り
の
支
給
額
の

２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
、
納
付
書
ま

た
は
口
座
振
替
で
の
納
付
（
普
通
徴
収
）

と
な
り
ま
す
。

　
年
度
途
中
に
75
歳
に
な
る
人
は
、
資
格

取
得
後
、
半
年
か
ら
１
年
間
は
納
付
書
払

い
で
、
そ
の
後
年
金
天
引
き
に
自
動
的
に

切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
昨
年
度
と
納
付
方
法
が
変
わ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
自
分
の
納
付
方
法

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
特
別
徴
収
】

　
年
間
保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
を
送
り

ま
す
の
で
、
10
月
・
12
月
・
２
月
の
天
引

き
予
定
額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付

方
法
を
年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
変

更
で
き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
保
険
年
金

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
普
通
徴
収
】

　
年
間
保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
と
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
。

○
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合

は
督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

○
納
付
書
払
い
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で

き
ま
す
。

　
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
75
歳
に
な
る
前

ま
で
国
民
健
康
保
険
税
が
口
座
振
替
で

も
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
へ
は
口
座

情
報
を
引
き
継
げ
ま
せ
ん
の
で
、
改
め
て

口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
災
害
に
あ
っ
た
と
き
や
、
生
活
困
窮
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
著
し
く
困
難
な
人

は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
減

免
や
徴
収
猶
予
の
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

　
で
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
世
帯
の
人
は
保
険
料
の

減
免
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以

上
の
す
べ
て
の
人
（
生
活
保
護
受
給
の

人
を
除
く
。）
が
被
保
険
者
で
す
。
被

保
険
者
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
加
入
し

て
い
た
公
的
医
療
保
険
（
国
民
健
康
保

険
・
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
）
か
ら
脱

退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
で
一
定
の
障
が
い
が
あ

り
、
申
請
に
よ
り
広
域
連
合
の
認
定
を

受
け
た
場
合
も
加
入
で
き
ま
す
。

10
月
１
日
か
ら
窓
口
負
担
割
合
が
見
直
さ
れ
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】

○
三
重
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
業
課

　
☎
０
５
９
・
２
２
１
・
６
８
８
３
／
６
８
８
４

○
保
険
年
金
課　
☎
22
・
９
６
６
０　
℻  
26
・
０
１
５
１　

hoken@
city.iga.lg.jp

◆
被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

◆
窓
口
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す

◆
保
険
料
の
納
め
方

◆
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
交
付

◆
保
険
料
の
減
免
・
徴
収
猶
予

◆
保
険
料
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

2022.79 2022.7 8



　

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
状
態
で
、

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事

態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
保
険
料
免
除
制
度
・
納
付
猶
予
制
度

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
申
請
者
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主

の
所
得
審
査
が
あ
り
ま
す
。

【
対
象
期
間
】

　
７
月
〜
翌
年
６
月
分

◆
学
生
納
付
特
例

　
学
生
で
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

【
対
象
者
】

　

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学

（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
・
各
種

学
校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日
本

分
校
に
在
学
す
る
人　

【
対
象
期
間
】

　
４
月
〜
翌
年
３
月

※
い
ず
れ
も
、
原
則
と
し
て
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。

※
２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
申
請
が
で
き
ま
す
。
申
請
対
象

期
間
に
未
納
が
あ
り
、
か
つ
、
納

付
が
困
難
な
場
合
は
、
速
や
か
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
料
の
全
額
免
除
や
一
部
納
付

な
ど
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
保

険
料
を
全
額
納
付
し
た
時
よ
り
将
来

の
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
れ
ら
の
期
間
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
は
な
し

【問い合わせ】　保険年金課　☎ 22-9659　℻  26-0151　 hoken@city.iga.lg.jp

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

免
除
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
と

年
金
は
ど
う
な
る
の
？

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

【
募
集
戸
数
】

○
荒
木
団
地　
１
戸

○
木
根
団
地　
１
戸

○
河
合
団
地
（
子
育
て
支
援
世
帯
）

２
戸
（
内
１
戸
は
優
先
入
居
）

※
単
身
で
の
入
居
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
子
育
て
支
援
世
帯
は
、
０
歳
か
ら

義
務
教
育
終
了
ま
で
の
子
と
同
居

し
、
か
つ
養
育
し
て
い
る
世
帯

で
す
。

※
子
育
て
支
援
世
帯
の
う
ち
、
優
先

入
居
の
対
象
世
帯
は
、母
子
世
帯・

老
人
世
帯
（
60
歳
以
上
）・
心
身

障
が
い
者
世
帯
・
生
活
保
護
世
帯

で
す
。
優
先
入
居
を
希
望
す
る
人

は
、
証
明
書
な
ど
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

【
入
居
資
格
】

　
次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
人

○
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人
（
外

国
籍
の
人
は
、
国
内
に
２
年
以
上

継
続
し
て
居
住
し
て
い
る
こ
と
。）

○
同
居
人
も
含
め
て
市
税
な
ど
を
滞

納
し
て
い
な
い
こ
と
。

○
過
去
に
市
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

た
人
で
、
家
賃・駐
車
場
使
用
料・

共
益
費
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と
。

○
現
在
、
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

○
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
（
婚
約

者
を
含
む
。）
が
い
る
こ
と
。

○
公
営
住
宅
法
に
定
め
る
所
得
基
準

に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。

○
独
立
の
生
計
を
営
み
、
入
居
者
と

同
等
以
上
の
収
入
が
あ
る
連
帯
保

証
人
が
２
人
い
る
こ
と
。（
連
帯

保
証
人
は
市
内
在
住
も
し
く
は
在

勤
で
あ
る
か
、
ま
た
は
入
居
者
の

親
族
で
あ
る
こ
と
。）

○
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

【
申
込
方
法
】

　
住
宅
課
・
各
支
所
（
上
野
支
所
を

除
く
。）
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
持

参
で
申
込
先
ま
で
。

※
持
参
の
場
合
は
各
支
所
（
上
野

支
所
を
除
く
。）
で
も
受
け
付
け

ま
す
。

【
申
込
期
間
】

　
７
月
12
日
㈫
〜
19
日
㈫　
※
必
着

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

◆
公
開
抽
選
会

【
と　
き
】

　
８
月
19
日
㈮　
午
前
９
時
30
分
〜

【
と
こ
ろ
】

　
本
庁
舎　
３
階
会
議
室
３
０
１

※
抽
選
開
始
時
間
に
不
在
の
場
合

は
、
失
格
に
な
り
ま
す
。

【申込先・問い合わせ】　住宅課　☎ 22-9737　℻  22-9736　 jutaku@city.iga.lg.jp

◆
健
康
管
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

　
日
本
で
は
、
す
べ
て
の
人
が
何
ら
か
の

医
療
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
国
民
健
康
保
険
は
、
納
め
て
い
た

だ
い
た
保
険
税
と
、
国
な
ど
か
ら
の
補
助

金
を
財
源
に
し
て
皆
さ
ん
の
健
康
を
支
え

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
高
齢
化
や
生
活
習
慣
病
の
増

加
、高
度
医
療
技
術
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、

医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
大
切

な
保
険
税
を
有
効
に
使
う
た
め
に
も
、
健

康
管
理
に
十
分
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
本
算
定
の
納
税
通
知
書
を
送
付

　
世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
な
く
て
も
、
世
帯
の
中
に
加
入
者
が
い

れ
ば
納
税
通
知
書
が
世
帯
主
に
届
き
ま
す
。

○
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）の
人

　
本
算
定
年
税
額
か
ら
４
月
・
６
月
・
８

月
の
仮
算
定
税
額
を
差
し
引
い
た
額
を
、

10
月
・
12
月
・
令
和
５
年
２
月
の
３
回
に

割
り
振
っ
て
い
ま
す
。

○
普
通
徴
収
の
人

　
本
算
定
年
税
額
を
１
期
（
７
月
）
か
ら

９
期
（
令
和
５
年
３
月
）
の
９
回
に
割
り

振
っ
て
い
ま
す
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
減
免

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
が
減
少

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
、
保
険
税

が
減
免
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
７
月
中
旬
に
送
付
の
通
知
書
に
同
封

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
全

員
（
世
帯
主
を
含
む
）
が
65
歳
以
上
で
一

定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
保

険
税
を
年
金
か
ら
天
引
き
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
申
請
に
よ
り
口
座
振
替
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
保
険
税
の
減
額
制
度

　

離
職
日
の
時
点
で
65
歳
未
満
の
人
で
、

倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
（
特
定
受

給
資
格
者
）
や
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離

職
（
特
定
理
由
離
職
者
）
を
し
た
人
の
前

年
の
給
与
所
得
を
１
０
０
分
の
30
と
み
な

し
て
保
険
税
の
算
定
を
行
い
ま
す
。
雇
用

保
険
受
給
資
格
者
証
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
持
参
し
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
該
当
す
る
離
職
理
由
コ
ー
ド
】

　

11
・
12
・
21
・
22
・
23
・
31
・
32
・

33
・
34

【
対
象
期
間
】　
離
職
の
翌
日
の
属
す
る
月

か
ら
翌
年
度
末
ま
で
。

◆
加
入
・
脱
退
手
続
は
14
日
以
内

　
保
険
税
は
、
被
保
険
者
に
な
っ
た
月
か

ら
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。「
被
保
険
者

に
な
っ
た
月
」
と
は
、
市
に
届
け
出
を
し

た
と
き
で
な
く
、
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転

入
し
た
日
や
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し

た
日
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
へ
の
加
入
資

格
が
発
生
し
た
日
の
属
す
る
月
を
い
い
ま

す
。

　
届
け
出
が
遅
れ
る
と
保
険
給
付
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
保
険

税
は
国
民
健
康
保
険
資
格
の
発
生
日
ま
で

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
ほ
か
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
り
、
職
場

の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
な
ど
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
そ
の
月
分
か
ら
の
保
険
税
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

　
現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
７
月
31
日
㈰
ま
で
で
す
。
８
月
１
日

㈪
か
ら
使
え
る
被
保
険
者
証
は
７
月
13
日

㈬
以
降
に
簡
易
書
留
郵
便
で
発
送
し
ま

す
。
８
月
１
日
㈪
か
ら
は
新
し
い
被
保
険

者
証
で
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
有
効
期
限
切
れ
の
被
保
険
者
証

は
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
各
支
所
に
返
却

す
る
か
、
自
身
で
責
任
を
持
っ
て
破
棄

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
記
載
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
る
場
合
や
、
被

保
険
者
証
が
７
月
22
日
㈮
ま
で
に
届
か
な

い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
有
効
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

　
今
回
発
行
す
る
被
保
険
者
証
の
有
効
期

限
は
令
和
５
年
７
月
31
日
㈪
ま
で
で
す
。

※
次
の
場
合
は
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

○
70
歳
に
な
る
人

70
歳
に
な
る
月
の
末
日
ま
で
（
１
日
生

ま
れ
の
人
は
前
月
末
ま
で
）

※
70
歳
に
な
る
月
の
中
旬
（
１
日
生
ま
れ

の
人
は
前
月
中
旬
）
に
「
被
保
険
者
証

兼
高
齢
受
給
者
証
」
を
送
り
ま
す
。

○
75
歳
に
な
る
人

75
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
日
ま
で

【
配
達
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
】

　
日
本
郵
便
㈱　
上
野
郵
便
局

　
☎ 

０
５
７
０・
９
４
３・
０
２
８

※
７
月
13
日
㈬
〜
21
日
㈭
の
み

　
国
民
健
康
保
険
は
、病
気
や
け
が
を
し
た
時
、安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

加
入
者
が
国
民
健
康
保
険
税
を
出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

７
月
は
国
民
健
康
保
険
税
の
本
算
定
の
月
で
す

国
民
健
康
保
険
税

【
問
い
合
わ
せ
】

　
保
険
年
金
課

　
☎
22
・
９
６
５
９　
℻  
26
・
０
１
５
１　

hoken@
city.iga.lg.jp

トピックス

2022.711 2022.7 10



◆
舞
台
部
門

【
参
加
資
格
】　
構
成
メ
ン
バ
ー
の
主
体
が

市
内
に
あ
る
団
体　

※
洋
楽
は
個
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
料　
金
】

　
１
舞
台
５
０
０
０
円
（
保
険
料
別
）

※
個
人
参
加
も
同
額

※
出
演
に
か
か
る
経
費
や
舞
台
運
営
経
費

は
参
加
者
負
担

◆
展
示
部
門

【
と　
き
】　
11
月
４
日
㈮
〜
６
日
㈰

【
と
こ
ろ
】　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
５
階
多

目
的
大
研
修
室
な
ど

【
募
集
ジ
ャ
ン
ル
】

　
絵
画
・
書
・
写
真
・
手
芸
・
生
花
な
ど

【
参
加
資
格
】　
構
成
メ
ン
バ
ー
の
主
体
が

市
内
に
あ
る
団
体
・
個
人

※
出
品
は
、
１
人
に
つ
き
全
ジ
ャ
ン
ル
で

２
作
品
以
内
。
個
人
と
団
体
両
方
か
ら

は
出
品
で
き
ま
せ
ん
。

【
料　
金
】　
１
作
品
５
０
０
円

※
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
上
、
作
品
の
サ

イ
ズ
を
制
限
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
出
品
に
か
か
る
経
費
は
参
加
者
負
担

【
２
部
門
共
通
の
注
意
事
項
】

※
文
化
の
振
興
以
外
の
主
た
る
目
的
（
政

治
・
宗
教
・
営
利
な
ど
）を
も
っ
て
活
動

す
る
団
体・個
人
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
舞
台
・
展
示
部
門
に
参
加
し
、
市
民
が

参
加
で
き
る
体
験
会
を
実
施
す
る
団
体
を

募
集
し
ま
す
。
別
途
申
し
込
み
が
必
要
で

す
の
で
、
参
加
申
込
時
に
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

【
と　
き
】

　
10
月
１
日
㈯
〜
11
月
30
日
㈬

【
募
集
事
業
】

　
市
民
文
化
祭
の
目
的
に
沿
っ
て
広
く
一

般
の
人
に
公
開
さ
れ
、
主
催
者
が
文
化
団

体
・
企
業
・
学
校
・
公
益
法
人
（
宗
教
法

人
を
除
く
。）
な
ど
の
事
業

※
協
賛
事
業
の
決
定
は
、
８
月
中
旬
に
通

知
予
定

※
事
業
経
費
は
主
催
者
負
担

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
・
持
参
。

　
引
き
換
え
に
出
品
者
全
体
会
議
の
案

内
を
お
渡
し
し
ま
す
。

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

の
場
合
で
、
１
週
間
以
内
に
全
体
会

議
の
案
内
が
返
信
さ
れ
な
い
時
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

【
申
込
期
間
】

　
７
月
１
日
㈮
〜
22
日
㈮

【
申
込
書
配
布
場
所
】

○
文
化
振
興
課
（
芭
蕉
翁
記
念
館
内
）

○
生
涯
学
習
課

○
本
庁
舎　
１
階
受
付

○
各
支
所

○
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

体
験
会
実
施
団
体
募
集

◆
申
込
方
法

公
　
募
　
事
　
業

協
　
賛
　
事
　
業

と　き ところ 募集ジャンル

11月５日㈯ 伊賀市文化会館 DANCE（ダンス）

11月13日㈰ ハイトピア伊賀
５階多目的大研修室 ライトミュージック

11月20日㈰
伊賀市文化会館

総合フェスティバル（舞踊、吟剣詩舞、民謡、
民舞、邦楽、洋楽など）
※ジャンルごとの日程は申込状況により決
定します。11月23日（水・祝）

【
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
】　
文
化
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
22
・
９
６
２
１　
℻  
22
・
９
６
１
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

bunka@
city.iga.lg.jp

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
発
表
し
ま
せ
ん
か

２
０
２
２ 

伊
賀
市
民
文
化
祭
の
参
加
者
募
集

トピックス

「
い
が
ぶ
ら
２
０
２
２
」
パ
ー
ト
ナ
ー
募
集

　
伊
賀
ぶ
ら
り
体
験
博
覧
会
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
提
供
者
（
パ
ー
ト
ナ
ー
）
と

し
て
参
加
し
て
い
た
だ
く
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。「
い
が
ぶ
ら
」
を

一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん
か
。

◆
「
パ
ー
ト
ナ
ー
」
は

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
人

　
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
い
が
ぶ
ら
期
間

中
、
都
合
の
良
い
日
時
に
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
料
金
や
募
集
人
数
（
最
少
催
行

人
数
）
も
パ
ー
ト
ナ
ー
自
身
で
自
由

に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
参
加
料
と
し
て
、
参
加
手
数
料
と

売
上
手
数
料
を
ご
負
担
い
た
だ
き

ま
す
。

◆
あ
な
た
の
「
〜
し
た
い
」
に

つ
な
が
り
ま
す

　
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
業
の
皆
さ
ん
は

お
店
へ
の
集
客
ア
ッ
プ
に
、
農
村
部

の
皆
さ
ん
は
都
市
と
農
村
間
の
交
流

事
業
に
、
ま
た
パ
ー
ト
ナ
ー
同
士
が

コ
ラ
ボ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す

る
な
ど
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の
目
的
に

合
っ
た
活
用
が
で
き
ま
す
。

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
た

め
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
県
内
外
に

向
け
て
Ｐ
Ｒ
や
情
報
発
信
が
で
き

ま
す
。

◆
は
じ
め
て
の
参
加
で
も
大
丈
夫
？

　
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
必
ず
、
内
容

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
て
い
く
「
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
」
を
行
い
ま
す
。

磨
き
上
げ
の
過
程
で
は
、
い
が
ぶ
ら

実
行
部
会
員
が
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

担
当
者
に
な
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く

り
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
初
参
加
で
も
成

果
が
残
せ
る
よ
う
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

ま
す
。

【
申
込
方
法
】　
「
い
が
ぶ
ら
公
式
サ

イ
ト
」を
ご
確
認
の
上
、専
用
フ
ォ
ー

ム
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
付
後
、
パ
ー
ト
ナ
ー
向
け
の
資

料
を
お
渡
し
ま
す
。

※
後
日
、
実
行
委
員
会
で
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
選
定
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

【申込先・問い合わせ】　いがぶら実行委員会事務局　㈱まちづくり伊賀上野（ハイトピア伊賀 3階）
　　　　　　　　　　　☎・℻  51-9088 　 igaburari@gmail.com

　
無
許
可
の
廃
品
回
収
業
者
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
全
国
的
に
増
え
て
い

ま
す
。
家
庭
ご
み
を
市
の
許
可
や
委

託
を
受
け
て
い
な
い
回
収
業
者
が
収

集
し
、
処
理
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
無
許
可
業
者
を
利
用
す
る
と
次
の

よ
う
な
問
題
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
回
収
さ
れ
た
廃
家
電
製
品
や
粗
大

ご
み
な
ど
が
、
山
林
に
不
法
投
棄

さ
れ
る
。

○「
無
料
」と
言
い
な
が
ら
、ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
込
ん
だ
後
に
「
こ
れ
は

無
料
対
象
品
目
で
は
な
い
」「
型

が
古
い
の
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な

い
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を

つ
け
て
高
額
な
請
求
を
さ
れ
る
。

○
環
境
対
策
を
し
な
い
で
解
体
処
理

す
る
こ
と
で
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
、
鉛

な
ど
の
有
害
物
質
が
放
出
さ
れ
る
。

○
家
電
製
品
は
電
池
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
含
む
た
め
、
不
適
正
な
管
理
に

よ
り
火
災
発
生
の
原
因
に
な
る
。

無
許
可
の
廃
品
回
収
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い【問い合わせ】　廃棄物対策課　☎ 20-1050　℻  20-2575　 haikibutsu@city.iga.lg.jp

無許可の廃棄物回収業者には、
以下のような例があります

○町中を大音量で巡回 ○空き地で回収

○チラシを配布 ○インターネットで広告
粗大ゴミ
無料回収 粗大ゴミ

無料回収
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【
と　
き
】

　
７
月
16
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈬

※
休
業
日
：
毎
週
月
曜
日

【
定　
員
】　
各
回
先
着
40
人

○
午
前
：
午
前
９
時
〜
正
午

○
午
後
：
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

○
夜
間
：
午
後
６
時
〜
９
時

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と

し
て
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

【
料　
金
】

○
乳
幼
児
：
50
円

○
中
学
生
以
下
：
１
６
０
円

○
一
般
：
３
１
０
円

【
予
約
方
法
】

　

利
用
日
の
７
日
前
か
ら
前
日
ま
で
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
の
間
に
各
施
設
へ

電
話

【
予
約
先
】

　
大
山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
☎
47
・
０
５
５
１

※
小
学
校
２
年
生
以
下
は
、
保
護
者
が
付

き
添
い
、
必
ず
一
緒
に
プ
ー
ル
に
入
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
時
に
検
温
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
更
衣
室
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
な
る

べ
く
自
宅
か
ら
の
水
着
着
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
や

天
候
な
ど
に
よ
り
開
設
時
期
や
時
間
を

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
阿
山
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
は

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
改
修
が
必
要
な

た
め
、
休
館
し
ま
す
。

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど
も
を
対
象

に
、
楽
し
み
な
が
ら
水
辺
の
安
全
を
学
ぶ

教
室
を
開
催
予
定
で
す
。
日
程
や
内
容
な

ど
が
決
ま
り
次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
ご
案
内
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
水
辺
で
遊
ぶ
前
に
、
水
辺
で
の

危
険
予
防
や
対
策
、
身
を
守
る
方
法
を
主

体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

「
水
辺
の
安
全
学
習
ア
プ
リ
」

も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
水
辺
で
楽
し
く
安
全
に
活
動
す
る
た
め

○
水
辺
で
遊
ぶ
前
に

　
「
天
気
予
報
を
確
認
し
よ
う
」

○
水
辺
で
遊
ぶ
時
は

　
「
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
よ
う
」

○
水
辺
で
遊
ぶ
時
は

　
「
一
人
で
行
か
な
い
」

○
溺
れ
て
い
る
人
が
い
た
ら

　
「
飛
び
込
ま
ず
助
け
を
呼
ぼ
う
」

○
水
に
落
ち
た
ら

　
「
あ
わ
て
ず
、
浮
い
て
助
け
を
待
と
う
」

◆
水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め

　
海
や
川
な
ど
で
子
ど
も
た
ち
の
水
遊
び

が
盛
ん
に
な
る
季
節
に
は
、
水
の
事
故
が

急
増
し
ま
す
。
子
ど
も
を
水
の
事
故
か
ら

守
る
た
め
に
は
、
特
に
周
囲
の
大
人
が
気

を
配
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
安
全
対
策
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
格
的
な
水
の
季
節
を
迎
え
る
前
に
、

家
庭
や
地
域
な
ど
で
水
の
怖
さ
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
危
険
な
場
所
で
水
泳
や
水
遊

び
な
ど
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
再
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

◆
屋
外
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め

　
子
ど
も
は
熱
中
す
る
ほ
ど
周
囲
の
状
況

が
目
に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。
必
ず
大
人

が
付
き
添
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

ボ
ー
ト
や
釣
り
な
ど
の
水
の
レ
ジ
ャ
ー
時

の
事
故
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
自
分
は
大

丈
夫
と
過
信
せ
ず
、
ル
ー
ル
を
守
り
、
安

全
を
確
認
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

天
候
が
悪
い
と
き
は
水
遊
び
や
レ
ジ
ャ
ー

を
中
止
し
ま
し
ょ
う
。

◆
日
常
生
活
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め

　
好
奇
心
旺
盛
で
行
動
力
の
あ
る
子
ど
も

の
事
故
は
、
周
囲
の
大
人
が
気
を
配
り
予

防
す
る
以
外
に
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大

人
に
と
っ
て
は
危
険
と
考
え
に
く
い
場
所

や
物
で
あ
っ
て
も
、
鼻
と
口
を
覆
う
だ
け

の
コ
ッ
プ
１
杯
分
の
水
が
あ
れ
ば
ど
こ
で

も
事
故
は
起
こ
り
ま
す
。
家
の
中
を
点
検

し
、
子
ど
も
に
危
険
な
場
所
を
教
え
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
入
浴

中
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
家
族
が
と
き
ど

き
声
か
け
を
し
た
り
、
入
浴
を
手
助
け
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
万
が
一
に
備
え
て
、
応
急
手
当
講
習
会

で
対
処
法
を
学
ぶ
こ
と
も
有
効
で
す
。
応

急
手
当
講
習
会
の
受
講
を
希
望
す
る
場
合

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】　
伊
賀
消
防
署　
管
理
課

　
☎
24
・
９
１
２
０　
℻  
24
・
９
１
１
１

　

kanri-fd@
city.iga.lg.jp

◆
大
山
田
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

水
の
事
故
に
気
を
つ
け
て
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

市
営
プ
ー
ル
を
開
設
し
ま
す

【
問
い
合
わ
せ
】

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
☎
22
・
９
６
３
５　
℻  
22
・
９
６
９
４　

sports@
city.iga.lg.jp

トピックス

ひ
ゅ
ー
ま
ん
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２

　
私
た
ち
の
周
り
に
は
、
見
た
目
だ

け
で
は
わ
か
ら
な
い
「
し
ん
ど
さ
」

を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
が
い
ま
す
。

　
助
け
て
ほ
し
い
と
声
が
あ
げ
ら
れ

な
い
人
が
身
近
に
い
る
こ
と
を
知
る

き
っ
か
け
と
し
て
、
そ
し
て
、
み
ん

な
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
伊
賀
市
の

実
現
を
め
ざ
し
て
「
ひ
ゅ
ー
ま
ん

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

【
と　
き
】

　
８
月
27
日
㈯　
正
午
〜
午
後
４
時

【
と
こ
ろ
】

　
ハ
イ
ト
ピ
ア
伊
賀　
５
階

※
上
野
西
小
学
校
に
臨
時
駐
車
場
を

設
け
ま
す
が
、
な
る
べ
く
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
内　
容
】

①
市
内
中
学
生
か
ら
の
非
核
平
和
に

関
す
る
情
報
発
信

　
（
午
後
１
時
30
分
〜
）

②
人
権
講
演
会

　
（
午
後
２
時
30
分
〜
）

○
演
題
：
子
ど
も
の
権
利
か
ら
み

る
生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の

今
○
講
師
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
こ
ど
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ　
副
理
事
長

　
山
田　
恭
平
さ
ん

※
①
と
②
は
手
話
通
訳
・
要
約
筆

記
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
が
あ
り

ま
す
。

③
展
示
等
コ
ー
ナ
ー
（
正
午
〜
）

※
終
了
時
間
は
展
示
に
よ
り
異
な
り

ま
す

【
定　
員
】　
先
着
１
０
０
人

【
申
込
方
法
】

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
下
記

ま
で
。

【
申
込
期
間
】

　
７
月
７
日
㈭
〜
21
日
㈭

【申込先・問い合わせ】　人権政策課　☎ 22-9683　℻  22-9641　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

２
０
２
１
年
度
「
ポ
ス
タ
ー
部
門
・
小
学
校
低
学
年
の
部
」
市
長
賞
受
賞
作
品

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
人
権
問
題
に
対

す
る
関
心
と
意
識
を
高
め
る
た
め

に
、
人
権
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

人
権
問
題
（
同
和
問
題
・
女
性
・

子
ど
も
・
障
が
い
者
・
外
国
人
・
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
）に
関
し
て
、

日
常
生
活
の
中
で
体
験
し
た
こ
と
や

感
じ
た
こ
と
、
差
別
を
な
く
し
て
い

く
た
め
の
意
見
や
方
法
な
ど
を
表
現

し
た
も
の
が
対
象
で
す
。

【
対
象
者
】

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学

生
以
上

【
募
集
部
門
】

○
作
文

○
ポ
ス
タ
ー

○
標
語

※
詳
し
い
作
品
規
定
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
審
査
・
発
表
】

　
市
で
審
査
を
行
い
、
結
果
を
応
募

者
に
連
絡
し
ま
す
。
ま
た
、
優
秀
作

品
は
公
表
し
、
表
彰
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
・
受
付
期
間
】

○
市
内
の
小
中
学
校
へ
通
っ
て
い
る

人
　
各
学
校
の
定
め
る
期
限
ま
で
に
学

校
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
れ
以
外
の
人

　
７
月
11
日
㈪
〜
９
月
16
日
㈮
ま
で

に
郵
送
ま
た
は
持
参　
※
必
着

人
権
作
品
募
集

【応募先・問い合わせ】　人権政策課　☎ 22-9683　℻  22-9641 　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp
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情報交流ひろば
となりまち　いが· こうか · かめやま

甲賀市甲賀市

　７月７日の七夕に合
わせ、信楽高原鐵

てつ

道で
は、信楽駅の駅舎内で
次の期間に笹と短冊を
飾り付けています。短
冊には願い事を自由に
ご記入いただけますの
で、ぜひお立ち寄りく
ださい。
　また期間中、列車内
に笹の葉や短冊を飾り
付けた「七夕列車」を
運行します。列車に揺られる笹や短冊を見ながら、
ゆったりとしたひと時を過ごしてみてはいかがで
しょうか。

【期　間】　７月１日㈮～７日㈭
※列車ダイヤの関係上、日々運行時間が変わり
ますので、詳しい運行情報はお問い合わせくだ
さい。

【問い合わせ】　信楽高原鐵道　信楽駅
　☎ 0748-82-3391

列車が運ぶ七夕の願い

亀山市亀山市
関宿祇園夏まつり

　旧東海道関宿で、江戸時代から続く夏の風物詩。
　提

ちょうちん

灯や見送り幕などで飾られた４台の山
だ

車
し

が、
３年ぶりに宿場町の街道を練り歩きます。
　限度いっぱいという意味
で使われる「関の山」は、
この夏まつりで曳かれる
「関の山車」が語源と言わ
れています。

【と　き】　７月 16日㈯～ 17日㈰
　　　　　両日ともに午後５時ごろ～９時ごろ

【ところ】　旧東海道関宿の街道沿い
※本年度は、密集を回避するため、４台そろって
の「舞台回し」は行いません。

【アクセス】　「JR関駅」より徒歩約５分
　　　　　　名阪国道「関 IC」から車で約５分
※当日は交通規制が実施されますので、車でお越
しの際はご注意ください。（臨時駐車場は関小
学校グラウンド）

【問い合わせ】
　関宿祇園夏まつり実行委員会事務局
　（（一社）亀山市観光協会内）　☎ 0595-97-8877

　夏の行楽シーズンは、「水族館や美術館に行きたい
な」、「いろいろなイベントに参加したいな」と予定を
考えるだけでワクワクしますね。昨今は、新型コロナ
ウイルス感染防止対策として、混雑を避けるため事前
予約が必要な施
設が多くなりま
した。このよう
な時間が指定さ
れたおでかけの
時こそ、到着時
間のズレが少な
い鉄道の出番で
す。地元の鉄道から目的地の鉄道まで乗り継ぐ旅もた
まには良いと思いませんか。
　今年の夏のおでかけには鉄道を利用して、地元の大
切な公共交通を将来へ残しましょう。

【問い合わせ】
　交通政策課　☎ 22-9663　℻  22-9694

さあ！鉄道でおでかけだ

公共交通を利用しましょう

　薬物乱用とは、ルールや法律から外れた目的や方法
で薬を使用することで、本人のみならず、家族や友人
などの周囲の人、社会全体に害悪を及ぼす重大な犯罪
です。規制薬物には依存性があるため、一度手を出す
とやめられなくなり、絶えず薬物のことが頭から離れ
なくなるなど日常生活に大きな支障を来します。さら
に、幻聴や幻覚が現れて錯乱状態になり、人や自分自
身を傷つける場合もあります。薬物の恐ろしさをしっ
かりと理解し、誘われても「薬物は絶対にやらない」
とはっきり断る勇気を持ちましょう。
「守る人」になる。～三重県警察官等募集～
　三重県警察では、警察官A（大学卒業区分）、警察
官B（大学卒業区分以外）、警察事務官を募集します。

【申込受付期間】　
　いずれも７月 15日㈮～８月 22日㈪

【問い合わせ】　○伊賀警察署　☎ 21-0110
　　　　　　　○名張警察署　☎ 62-0110

薬物は「ダメ。ゼッタイ。」

伊賀警察署だより 伊賀城和（伊賀・山城南・東大和）
定住自立圏ニュース
伊賀市 笠置町 南山城村 山添村 【問い合わせ】　住民自治推進課

　☎ 22-9639　℻   22-9667
　 chiikidukuri@city.iga.lg.jp

　N-1 グランプリは、「自分たちの活動を多くの人に
知ってもらいたい」、「活動する仲間を増やしたい」と
いう思いを込めた活動紹介パネルを作成・展示し、地
域で活動する団体をより多くの人に知ってもらい、住
民自らが団体を応援する事業です。
　団体の皆さん、ぜひ応募して日頃の取り組みを PR
してください。

【応募条件】　伊賀市・笠置町・南山城村・山添村を
拠点として公益的な活動をしている住民活動団体
（NPO）、ボランティア団体、自治会（区）、住民自治
協議会で、会則・定款などを有していること

【選考方法】　各市町村の会場でパネルを展示し、住民
が応援したい団体へ投票します。
※昨年グランプリを受賞した団体は、応募できますが
選考対象になりません。

【定　員】　先着 20団体
【応募方法】　①～③をCDまたはUSB メモリに保存
して持参、またはメールに添付
①応募申請書（市民活動支援センターホームページか
らダウンロード）

②活動紹介パネル（A3縦１ページで作成しPDF保存）
※ 2017年度以降に行った活動内容を文章・写真・
イラストなどで PR

③団体の規約、定款など（市民活動支援センター登録
団体は不要）

【表彰】　活動応援金　○グランプリ：５万円
　　　　　　　　　　○準グランプリ：３万円
　　　　　　　　　　○第 3位：２万円

【申込期限】　８月 31日㈬
【提出先・問い合わせ】
　市民活動支援センター
　☎ 22-1511　℻  22-0317　 igasksc@ict.ne.jp
★ 10月にパネル展示と住民による投票を実施します。
詳しくは広報いが 10月号でお知らせします。

住民が応援する住民活動
N-1 グランプリ in 伊賀城和 2022
応募受付中

▲昨年の市民活動支援センターパネル展の様子

　伊賀城和定住自立圏で
は、さらなる圏域の絆を深
めるために、圏域のステッ
カーを作成しました。各市
町村窓口で配布しています
ので、ぜひご活用ください。
※数に限りがありますのでご注意ください。

【問い合わせ】　総合政策課
　☎  22-9620　℻  22-9672

◆圏域ステッカーをご活用ください
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８月の子育てコーナー

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

赤ちゃんの健診と相談
健診・相談名 健診・相談日 時　間 場　所 対象・内容など

子育て支援のための教室・遊び場の開放

１歳６カ月児健診 23 日㈫ 13：00～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）
身体計測、内科・歯科健診、歯の相談、栄養相談、
育児相談など
※対象児には、１歳６カ月児健診は１歳７カ
月頃、３歳児健診は３歳７カ月頃までに通
知します。母子健康手帳をご持参ください。

３歳児健診
（３歳６カ月児）

４日㈭
13：00～ 14：40 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）25日㈭

乳幼児相談

１日㈪ 9：30～ 11：30 いがまち保健福祉センター 育児相談・栄養相談　※予約制
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
※母子健康手帳をご持参ください。

【問い合わせ】
 健康推進課　☎ 22-9653
 地域包括支援センター
 東部サテライト　☎ 45-1016 
 南部サテライト　☎ 52-2715 

９日㈫ 10：00～ 11：30
13：30～ 15：30

伊賀市保健センター
（ハイトピア伊賀４階）

17日㈬ 9：30～ 11：30 青山子育て支援センター

26日㈮ 9：30～ 11：30 伊賀市保健センター（ハイトピア伊賀４階）

●子育て包括支援センター　☎ 22-9665　開放日：月～金曜日、第 3 土曜日　9：00 ～ 17：00　第 4 日曜日　9：00 ～ 12：00
土曜ふれあい広場 未就学児 ６日㈯ 10：00～ 親子ふれあいあそび

ぴよぴよ Baby ２～６カ月 19日㈮ 14：30～ フルート音楽会（定員 10組）※予約受付：8/12 ㈮　9：00～
子育て講座（子育てに役立つ
専門職の方のお話）

子育て中のみなさん
（就学前親子） 29日㈪ 10：00～ 歯科衛生士さんのお話（定員 20人）※予約受付：8/22 ㈪　9：00 ～

すくすく Baby ７～ 11カ月 31日㈬ 14：30～ 赤ちゃん体操（定員 10組）※予約受付：8/24 ㈬　9：00～

●いがまち子育て支援センター　☎ 45-1015　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

らぶらぶひろば 未就学児 ５日㈮・19日㈮・
26日㈮ 9：00～ 大型遊具遊び

赤ちゃんひろばミルキィ 2022.1.1 以降
満３カ月以上 17日㈬ 10：30～ ベビーヨガセラピー（定員 15組）※予約受付：8/1 ㈪　9：00～

おたんじょう会 ８月生まれの未就学児 29 日㈪ 10：15～ 親子でお祝い（定員 10組）※予約受付：8/15 ㈪　9：00～

●あやま子育て支援センター　☎ 43-2166　　開放日：火～土曜日　9：00 ～ 17：00

みんなあつまれ！ 未就園児 16日㈫ 10：00～ 絵本を楽しもう（定員６組）※予約受付：8/2 ㈫　9：00～

元気っ子ひろば 未就園児（満１歳～） 19日㈮ 10：00～ 食育遊び（定員 12組）※予約受付：8/5 ㈮　9：00～

たまぴよサロン（８～10月分） 未就園児
（満３～11カ月）

24日㈬
＊月 1回開催 10：00～ はじめまして（定員６組）※予約受付：8/10 ㈬　9：00～ 17：00（抽選）

●大山田子育て支援センター　☎ 47-0088　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

おたのしみひろば 未就学児 ８日㈪ 10：00～ なつまつり（定員 10組）※予約受付：8/1 ㈪　9：00～

えほんとせいさくのひろば 未就学児 19日㈮ 10：00～ 読み聞かせ・カレンダー作り（定員 10組）※予約受付：8/12 ㈮　9：00～

のびっこひろば 未就学児 22日㈪ 10：00～ のびっこ教室（栄養士）（定員 10組）※予約受付：8/15 ㈪　9：00～

イベント 対象 日程 時間 内容・申込など

●にんにんパーク　☎ 22-9665　　開放日：第 2 日曜日　9：00 ～ 14：00

子育て相談・からだそだて事業 未就園児 14日㈰ 10：00～ ジョウロをつくって遊ぼうの術

●青山子育て支援センター　☎ 53-0711　　開放日：火～土曜日　9：00 ～ 17：00

おはなし会 未就学児 ３日㈬ 10：30～ 絵本の読み聞かせ

おともだちあつまれ！
妊婦・０～１歳児 ４日㈭

10：30～ からだ遊びと工作など
２歳～ 18日㈭

【問い合わせ】　子育て包括支援センター（ハイトピア伊賀　４階）
　☎ 22-9665　℻   22-9666　 kodomo@city.iga.lg.jp

※各教室の開催時間は１時間～１時間 30分程度です。持ち物など、詳しくは各支援センターへお問い合わせください。

●森川病院「エンジェル」　☎ 21-2425　　開放日：月・水・金・土・日曜日　12：00 ～ 17：00

離乳食教室 ４～５カ月の親子 ３日㈬ 14：00～ 定員５人　※予約制離乳食の始め方

離乳食お悩み相談室 6カ月以上の親子 10日㈬ 10：00～ 定員３人　※予約制離乳食を始めている人
赤ちゃんなんでも相談・
はついく測定 22日㈪ 13：30～ 13：30～ 15：00の都合のつく時間にお越しください。

乳幼児相談
　市では、毎月、乳幼児相談を行っています。現在、新型コロナウイル
ス感染症拡大防止のため、人数を制限して完全予約制で行っています。
　はじめに、身長・体重・胸囲・頭囲を計測した後、保健師や栄養士が
育児・食事に関する相談にお答えします。育児の悩み、子どもの成長に
関すること、離乳食やおやつなどの食べもののことなど、育児に関する
悩みごとや相談ごとを気軽に相談できます。
　「子どものことで聞きたいことがある」「子どもの身長、体重を測りた
いな」など、どんなことでも相談に来てください。

●島ヶ原子育て支援センター　☎ 59-9060　　開放日：月～金曜日　9：00 ～ 17：00

わくわくひろば 未就学児 26日㈮ 10：00～ サマーコンサート（定員 15組）※予約受付：8/19 ㈮　9：00～

●曙保育園「すくすくらんど」　☎ 21-7393　　開放日：月～金曜日　10：00 ～ 16：00

すくすくひろば 未就園児 １日㈪・８日㈪・
22日㈪・29日㈪ 10：00～ 夏のあそび

本とおもちゃルーム「ぐるんぱ」 未就園児 ３日㈬・10日㈬・
24日㈬・31日㈬ 10：00～ 絵本の読み聞かせ
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第 28 回 生命の駅伝
　５月 20日㈮、「第 28回 E

エ キ デ ン
KIDEN f

フォー
or L

ラ イ フ
IFE　生命の駅伝」

が開催されました。
　この駅伝は、がんと闘っている人を応援し、がん研究を支
援するための募金活動と、がん研究の重要性を啓発するため、
三重県内各地で行われている催しで、今年は２年ぶりの開催
となりました。
　伊賀地域では 11人のランナーが、途中７カ所に設置され
た募金箱を受け取りながら、ハイトピア伊賀から名張市立病
院までの約 30kmを走りました。 １

２ ３２ ４

１．芭蕉翁像に見送られハイトピ
ア伊賀をスタートしました。
２．行き交う人に啓発するため黄
色い旗を掲げながら走りました。
３．市役所で岡本市長らから募金
箱を受け取りました。
４．次の目的地をめざして走るラ
ンナー

１・２．およそ2,200人が
観戦に訪れ、鈴鹿ポイント
ゲッターズの選手を応援しま
した。
３．試合前に武田修宏さんと
岡本市長によるキックインセ
レモニーが行われました。
４．ハーフタイムでは武田さ
んと PK対決を行いました。

　５月 28日㈯、上野運動公園競技場で「第 24回日本フットボー
ルリーグ第９節」が開催されました。
　元日本代表の三浦知良選手と伊賀市出身の日根野達海選手が所
属する鈴鹿ポイントゲッターズのホームゲームとして、初めて伊
賀市で開催されました。
　試合後は、サッカー教室も開催され、子どもたちは元気にボー
ルを追いかけていました。

第 24 回日本フットボールリーグ第９節

１

２ ４３
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※掲載広告について不明な点は直接広告主へお問い合わせください。
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　６月１日㈬、ハイトピア伊賀でこども能楽教室を開催しました。
　この教室は、能楽の祖・観阿弥の生誕地とも言われる伊賀市に
住む子どもたちに、能を楽しく体験しながら、基本的な知識と所
作を学んでもらうために行っています。
　来年の２月まで月２回程度の練習を行い、今年秋に開催される
上野城薪能で練習の成果を披露する予定です。

１．真剣な表情で舞う子どもたち
２．講師の喜多流能楽師・長田驍さん（右）と郷さん
３．白足袋をはき、すり足を何度も練習しました。
４．この日は扇の扱いや基本的な型を学びました。

１．美しいハープの音色と歌声が会場を包み込み
ました。
２．レジャーシートを敷いて、家族ごとにコンサー
トを聞きました。
３．歌に合わせて、みんなで手を動かしながら楽
しみました。
４．これまでの経験を基に子育ての話をする講師。

こども能楽教室

　６月４日㈯、ハイトピア伊賀で「ファミリースマイルアップ講座」を
開催しました。
　この講座は、子育て中の家族のワークライフバランスの充実のため、
文化芸術に親しむ機会として開催しました。
　参加者は、第１部で藤原靖子さんと荒木まどかさんによるハープと歌
のコンサートを楽しんだ後、第２部では、人権擁護委員の山森裕美子さ
んから子育ての経験談などを聞きました。

ファミリースマイルアップ講座

２

２

１

１

３

３

４

４

未来への約束を、 公正証書が守ります！

伊賀上野公証役場

三重県伊賀市上野丸之内 28 番地　ラフォーレビル3階

電話０５９５－２３－６５４９（上野市駅から徒歩 2 分）

終活

離婚

①遺言、②財産管理等委任契約、③任意後見契約、

④死後事務委任契約、⑤尊厳死宣言

①養育費支払、②財産分与、③年金分割合意など

検索伊賀上野公証役場
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※申マークの記載があるものは申し込みが必要です。

子育て・教育

　７月は「青少年の非行・被害防止全
国強調月間」です。
　伊賀市青少年育成市民会議と市教育
委員会では、関係機関や団体の協力を
得て、非行を誘発しやすい施設などを
巡回する非行防止活動や、青少年を取
り巻く有害環境をなくす活動を推進し
ています。
　今後も、講演会や研修会を通じて、
青少年の健全育成について発信してい
きますので、市民の皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。　　　　　　

【問い合わせ】　生涯学習課　
　☎ 22-9679　℻  22-9692

次世代を担う
子どもたちのために

　“伊賀の子どもたち＝いがっ子”の
日常の姿を撮った写真を募集します。

【応募資格】
　市内在住・在勤・在学の人

【応募規定】
○カラーまたはモノクロ
○Ａ４サイズ (210㎜× 297㎜ )
○被写体となる人の肖像権などについ
て許可を得た未発表の作品
○１人３点まで
○データでの提出不可

【応募方法】　郵送または持参
【応募期間】
　７月１日㈮～８月 31日㈬
　午前９時～午後５時　※消印有効

【表　彰】
○最優秀賞　１点　○優秀賞　２点　
○特別賞　　１点　○佳　作　10 点

【審査結果】　10月に市ホームページ
で発表します。
※入賞者には直接通知します。
※詳しくは、市ホームページをご覧く
ださい。

第 14回最優秀賞受賞作品

【申込先・問い合わせ】　生涯学習課
　☎ 22-9679　℻  22-9692

「第 15 回 輝け！いがっ子
フォトコンテスト」作品募集

　

●７月 24日㈰
　午前 10時～正午
　午後１時 30分～４時
　アピタ伊賀上野店
※日程は変わる場合があります。

【問い合わせ】
　健康推進課
　☎ 22-9653
　℻   22-9666

献血のご案内

　新型コロナウイルス感染症や物価高
騰の影響を受ける子育て世帯への生活
を支援するため、特別給付金を給付し
ます。
※児童扶養手当受給者には、６月 30
日㈭に児童扶養手当受給口座へ振り
込みました。

【対象者】　平成 16年４月２日以降に
生まれた（児童に法令で定める程度の
障がいのある場合は 20 歳未満）児童
を監護・養育する人のうち、以下のい
ずれかに該当する人
①児童扶養手当受給者以外の令和４年
度分住民税均等割が非課税の人

②令和４年１月以降の収入が急変し、
住民税均等割非課税相当の収入と
なった人

③令和２年２月以降の収入が急変し、
児童扶養手当支給制限限度額を下
回ったひとり親世帯の人

④公的年金などを受給していることに
より、令和４年４月分の児童扶養手
当を受給していない人

※①のうち児童手当・特別児童扶養手
当受給者には、申請不要で支給し
ます。

【給付額】　児童１人当たり５万円
【申請期限】　令和５年２月 28日㈫
【申請先・問い合わせ】　こども未来課
　☎ 22-9677　℻  22-9646
　 kodomo@city.iga.lg.jp

子育て世帯生活支援
特別給付金

　子育て支援のあり方や、子ども・子
育て支援事業計画の進捗管理につい
て、意見や提案をいただくために子ど
も・子育て会議委員を募集します。

【募集人数】　2人以内
【応募資格】
　次の条件をすべて満たす人
○市内に住所があり、応募締切日現在
18歳以上であること。

○市職員または市議会議員でないこと。
○ 2年間就任できること。

【開催回数】　任期内に４回程度（平日
の昼間２時間程度）

【任　期】
　10月１日㈯～令和６年９月30日㈪

【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。

【応募方法】　「地域において必要な子
育て支援について」を 800 字以内に
まとめて、住所・氏名（ふりがな）・
年齢・電話番号を明記の上、下記まで。

【選考方法】　作文審査
※選考結果は、応募者全員に通知します。
※受理した書類は返却しません。

【応募期限】
　７月 29日㈮　午後５時　※必着

【応募先・問い合わせ】　こども未来課
　☎ 22-9654　℻  22-9646
　 kodomo@city.iga.lg.jp

伊賀市子ども・子育て会議
委員募集

防災・情報アプリ
H
ハ ザ ー ド ン

AZARDONで配信中！

【問い合わせ】
　防災危機対策局
　☎ 22-9640
　℻  24-0444
　 kikikanri@city.iga.lg.jp

○災害緊急情報
○気象情報
○地震情報
○土砂災害情報
○火災情報
○行政情報
○自治協議会・自治会からのお知らせ

２次元コードから詳しい情報が見られます。

　　　　　　　

　毎月１問、伊賀に関するクイズ
を掲載します。
　　　伊賀鉄道（伊賀軌道）で、
昭和の初めに１年半程の間、日本
で最初に車両が走りました。どんな
車両？
①電車
②貨車
③ディーゼル動車
④機関車

（答えは 27ページ）

伊賀のこと
もっと知

りたい！

問題

【と　き】　７月 12 日㈫
　午前 10時～正午
※午前 10 時 30 分から 20 分間は、
健康体操や脳トレを行います。

【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室

【問い合わせ】　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

【と　き】　７月 26 日㈫
　午後１時 30分～４時

【ところ】　名張市役所　会議室 302
　　　　　（名張市鴻之台 1-1）

【料　金】　200 円（認知症の人は無
料。家族の会会員は 100円）
※認知症の人が参加する場合は、事前
に連絡してください。

【問い合わせ】　地域包括支援センター
　東部サテライト
　☎ 45-1016　℻  45-1055

　もの忘れを早期に発見するため、も
の忘れ相談プログラムによる脳の健康
チェックを行います。保健師による相
談もあります。
※過去に受けたことがある人は、６カ
月以上の期間をあけて受けることを
お勧めします。

【と　き】　７月 27 日㈬
　午前 10時～ 11時（受付時間）

【ところ】
　本庁舎　４階会議室 401

【問い合わせ】　地域包括支援センター
　☎ 26-1521　℻  24-7511

【と　き】　８月４日㈭
　午後１時 30分～３時 30分

【ところ】
　ハイトピア伊賀　５階学習室２

【対象者】　がん患者・家族など
【申込方法】　電話
【申込先・問い合わせ】
　三重県がん相談支援センター
　☎ 059-223-1616
　℻  059-202-5911

【と　き】
○介護職員初任者研修
　11 月 17 日㈭～令和５年３月８日㈬
○生活援助従事者研修
　９月 14 日㈬～ 11 月 29 日㈫

【ところ】
　スクーリング：三重県社会福祉会館
　　　　　　　　（津市桜橋 2-131）

【対象者】　三重県に住民登録をしてい
る、おおむね 70歳未満の職に就いて
いない人で、研修終了後、福祉・介護
現場に就職できる人

【料　金】　テキスト代は自己負担
【定　員】　各 39人
※申込多数の場合は抽選

【申込方法】　参加申請書を郵送または
持参。詳しくは募集案内、三重県福祉
人材センターのホームページをご覧く
ださい。

【申込期限】
○介護職員初任者研修
　10月 24日㈪　※必着
○生活援助従事者研修
　８月 22日㈪　※必着

【申込先・問い合わせ】
　三重県福祉人材センター
　☎ 059-227-5160

いがオレンジカフェ

認知症の人と家族の会
「伊賀地域つどい・交流会」

脳の健康チェック
（もの忘れ相談）

がん患者と家族の方の
おしゃべりサロン申

介護職員初任者研修・
生活援助従事者研修申

健康・福祉

情 報

伊賀市役所 本庁舎

７月のアート情報
本庁舎で下記の展示を行っています
◆１階玄関横
○第 17回市展「いが」
　高校生入賞作品（書部門）
　•「篆書白氏草堂記六屏　全臨」
　　中井　琴葉さん
　　（あけぼの学園高校）
　•「臨　賀捷表」
　　稲葉 歩乃美さん
　　（上野高校）
◆４階市民ギャラリー
○荒木　寛寄贈絵画展
※準備などで展示のない時間帯が
生じる場合があります。
※観覧時間は市役所の
　開庁時間に準じます。

【問い合わせ】
　文化振興課
　☎  22-9621　℻  22-9619

広報いが

【問い合わせ】　秘書広報課
　☎  22-9636　℻  24-7900　
　 hisho@city.iga.lg.jp
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※申マークの記載があるものは申し込みが必要です。

【と　き】　７月８日㈮
　午後７時 30分～９時

【ところ】
　ライトピアおおやまだ　ホール

【内　容】
　人権トーク＆ライブ
　「出会い・触れ合い・感じ愛」
　講師：人権バンド　ホライズン

【定　員】
　80人

【申込方法】
　氏名・電話番号を下記まで。

【申込先・問い合わせ】
　ライトピアおおやまだ
　☎ 47-1160　℻  47-1162
　 raitopia@city.iga.lg.jp

【と　き】
　７月８日㈮　午後７時 30分～９時

【ところ】　いがまち人権センター
※新型コロナウイルス感染症の拡大状
況によって、オンライン配信のみと
なる場合があります。詳しくは下記
まで。

【内　容】
○演題：（仮題）「人種」「民族」に係
　る人権問題を考える
○講師：関西大学非常勤講師
　岡本　工介さん

【問い合わせ】　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

ライトピア
人権フェスティバル申

いがまち人権センター
第１回解放講座　

◆人権政策課　人権啓発パネル展
　「性の多様性を考える」
　「インターネットと人権Ⅱ」

【と　き】　７月１日㈮～ 28 日㈭
【ところ】　本庁舎　３階
　「インターネットと人権」

【と　き】　７月４日㈪～ 22 日㈮
【ところ】　
　いがまち保健福祉センターロビー

【問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9641
◆寺田市民館　じんけんパネル展
「身元調査と部落差別」

【と　き】　７月１日㈮～ 28 日㈭
※開館延長日　12日㈫、19日㈫

【ところ】
　寺田教育集会所　第１学習室

【問い合わせ】　寺田市民館
　☎／℻  23-8728
◆いがまち人権パネル展
　「LGBTとは？さまざまな性について
　考える」

【と　き】　７月５日㈫～ 21 日㈭
※開館延長日
　７日㈭、14日㈭、21日㈭

【ところ】
　いがまち人権センター

【問い合わせ】　いがまち人権センター
　☎ 45-4482　℻  45-9130

人権啓発パネル展

◆本を読んであなたの思いを伝えま
しょう

【課　題】　自由　
【応募資格】
　市内在住・在勤・在学の人

【応募区分】
○第１部　高校生・大学生・一般
○第２部　中学生
○第３部　小学生

【応募規定】
○１人１点　※未発表のもの
○縦書き 400 字詰め原稿用紙を使用
してください。
○原稿枚数は、第１部・第２部は５枚
以内、第３部は小学校３～６年生３
枚以内、１～２年生２枚以内とします。
○句読点はそれぞれ１字に数えます。
○改行のための空白は字数として数え
ます。
○題名は１枚目の欄外へ記入してくだ
さい。
○応募票に住所、氏名、学校名などを
記入の上、原稿に添えて提出してく
ださい。
※応募票は、上野図書館、各図書室に
あるほか、市ホームページからダウ
ンロードできます。
○応募原稿は返却しません。

【各　賞】
　特選・入選の人には、賞状と副賞を
お渡しします。
【応募方法】　郵送または持参
【応募期間】
　９月１日㈭～ 10月２日㈰　※必着

【応募先・問い合わせ】　上野図書館
　☎ 21-6868　℻  21-8999
　 ueno-tosho@city.iga.lg.jp

伊賀市読書感想文
コンクール作品募集

「ヘルプマーク」を
知っていますか？
援助や配慮を必要と
する人が伝えやすく、
支援ができる人が気
づきやすくなる「お

もいやりの絆」をつなげるマー
クです。
【問い合わせ】　障がい福祉課
　☎ 22-9656　℻ 22-9662　
　　shougai@city.iga.lg.jp

◆竹と暮らし
【と　き】　７月16 日㈯～８月 28 日㈰
　午前 10時～午後３時
　（月・火曜日休館）

【ところ】
　大山田郷土資料館　１階図書室

◆竹細工のワークショップ
【と　き】　８月７日㈰
　午後２時～４時

【ところ】
　阿波地区市民センター研修室

【講　師】　日野　昌一さん
【定　員】　先着６人（高校生以上）
【料　金】　2,000 円（材料費）
【申込受付開始日】　７月７日㈭
【申込先】　大山田郷土の広場
　☎ 090-4514-5079（西嶋）

【問い合わせ】
○大山田郷土資料館　☎ 48-0303
○文化財課
　☎ 22-9678　℻  22-9667

大山田郷土資料館
第３回企画展

「広報いが」の点字版・録音
版を発行しています
　希望される場合はお問い合わ
せください。　
【問い合わせ】　障がい福祉課　
　☎ 22-9657　℻   22-9662
　　 shougai@city.iga.lg.jp

２次元コードから詳しい情報が見られます。

イベント・講座

　「夜のフシギなおはなし会」と閉館
した夜の図書館を探険するイベントで
す。普段は入れない書庫に入ることも
できます。スタンプを集めたり、本探
しをしたりして楽しみませんか。

【と　き】　８月２日㈫
　午後６時30 分～（１時間 30 分程度）

【ところ】　上野図書館
【対象者】　小学生以下　※保護者同伴
【定　員】　18組
※申込者多数の場合は抽選

【申込方法】　参加希望者全員の氏名・
年齢・住所・電話番号、夜のとしょか
ん探検参加希望を明記の上、下記まで。
図書館ホームページからも申し込みで
きます。
※感染予防のため、家族単位での申し
込み・参加をお願いします。

【申込期間】　７月５日㈫～ 15日㈮
【申込先・問い合わせ】　上野図書館
　☎ 21-6868　℻  21-8999

【と　き】　８月５日㈮
○午前の部：午前９時 30分～
○午後の部：午後１時 30分～

【ところ】
　ゆめテクノ伊賀　３階テクノホール

【内　容】
○「くだもの電池を作ろう！」
　講師：三重大学産学官連携アドバイザー
　　　　加藤　進さん
○「虫のスーパー繊維について学ぼう！」
　講師：三重大学名誉教授
　　　　久松　眞さん

【対象者】　小学４～６年生
※保護者同伴不可

【料　金】　500 円（材料費・傷害保険料）
【定　員】　各部 20人
※申込者多数の場合は抽選
※申込方法など詳しくは伊賀市文化都
市協会ホームページをご覧ください。

【申込期限】
　７月 20日㈬午後５時　※必着

【申込先・問い合わせ】
　ゆめテクノ伊賀
　☎ 41-1061　℻  41-1062

夜のとしょかん探検申

ゆめテクノ伊賀こども大学
S
サ イ エ ン ス

cience L
ラ ボ

ab 申

【と　き】　８月 10 日㈬
○前期：午後１時 30分～３時
○後期：午前 10時～ 11時 30分

【ところ】
　ハイトピア伊賀　４階多目的室

【内　容】
○前期：離乳食前期（１～２回食）の
離乳食の調理
○後期：離乳食後期（３回食）の離乳
食の調理

【持ち物】
　母子健康手帳・筆記用具・エプロン・
三角巾・手ふきタオル

【定　員】　各回先着６人
【申込方法】　電話
※託児を希望する人はご相談ください。

【申込受付開始日】
　７月 14日㈭

【申込先・問い合わせ】　健康推進課
　☎ 22-9653　℻  22-9666

離乳食教室申

　人権問題を学ぶため、全国規模の人
権啓発・人材養育の研修会への参加費
用を助成します。

◆部落解放第 66 回全国青年集会
　部落解放第 54 回全国高校生集会
　合同集会

【と　き】　８月 20 日㈯～ 21 日㈰
【ところ】　徳島県徳島市
　（徳島グランヴィリオホテル）

【申込期間】　７月１日㈮～ 20日㈬
◆部落解放研究第 55 回全国集会

【と　き】　11 月 15 日㈫～ 16 日㈬
【ところ】　鳥取県米子市
　（鳥取県立米子産業体育館ほか）

【申込期間】
　９月 15日㈭～ 10月 14日㈮
◆第 73 回全国人権・同和教育研究大会

【と　き】　11 月 26 日㈯～ 27 日㈰
【ところ】　奈良県奈良市ほか
　（なら 100年会館ほか）

【申込期間】
　９月 26日㈪～ 10月 25日㈫
◆第 37 回人権啓発研究集会

【と　き】
　令和５年１月 19 日㈭～ 20 日㈮

【ところ】　埼玉県さいたま市
　（市民会館おおみやほか）

【申込期間】
　11月 18日㈮～ 12月 16日㈮
◆第 43 回全国人権保育研究集会

【と　き】
　令和５年 2 月 4 日㈯～５日㈰

【ところ】　広島県福山市
　（ふくやま芸術文化ホールほか）

【申込期間】　12月５日㈪～ 28日㈬

【対象者】　後日レポートを提出いただ
ける市内在住の人

【定　員】　若干名
※予算の都合上、告知なしで締め切る
場合があります。

【申込方法】　電話で申込状況を確認の
上、人権政策課にある参加申込書に必
要事項を記入の上、持参または郵送
※いずれも必着

【申込先・問い合わせ】　人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9641

人権啓発・人権教育研修会
などに参加しませんか申

◆木津川水系水生生物調査
【と　き】
　９月３日㈯　午後１時～３時

【ところ】　木津川河川敷（依那古）
【定　員】　10人

◆三峰山登山（名張川源流探検）
【と　き】
　９月４日㈰　午前９時～午後 3時

【ところ】　三峰山
【定　員】　15人

【対象者】　小学生以上
※小学生は保護者同伴

【申込期限】
　７月 15日㈮　※必着
※申込多数の場合は抽選
※木津川上流管内河川レンジャーでは、
他にもイベントを企画しています。申
込方法など詳しくは木津川上流河川
事務所ホームページをご覧ください。

【申込先・問い合わせ】
　木津川上流管内河川レンジャー事務局
　（（一社）近畿建設協会）
　☎ 0742-33-1300

木津川上流管内
河川レンジャー活動
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※申マークの記載があるものは申し込みが必要です。

　市が行う事務事業について、継続の
必要性などを市民の皆さんとともに協
議し、見直しを行います。有識者など
を交えた委員会に参画いただける人を
募集します。

【募集人数】　若干名
【応募資格】
　次のすべてに当てはまる人
○市内在住・在勤の満 18歳以上の人
○市議会議員・市職員でない人

【開催回数】　年３回程度
※原則、平日の昼間３時間程度

【任　期】　委嘱日から２年間
※委嘱日は、８月以降、初めて行われ
る行政事務事業評価審査委員会の開
催日

【報　酬】　6,000 円／日
※市の規定に基づく。

【応募方法】　応募フォームに応募動機
（800 字以内、様式自由）・住所・氏
名（ふりがな）・生年月日・
メールアドレス・電話番号
を入力の上、送信
　応募フォームから申し込みができな
い場合は、郵送または持参で下記まで。

【選考方法】
　作文審査（応募動機）・面接
※選考結果は全員に通知します。
※応募書類は返却しません。

【応募期限】　７月 22日㈮　※必着
【応募先・問い合わせ】
　デジタル自治推進局
　☎ 22-9622　℻  22-9672
　 dx@city.iga.lg.jp

行政事務事業評価審査
委員会委員募集

　広報いが５月号６ページの特別会計 
後期高齢者医療の歳出執行率に誤りが
ありました。お詫びして訂正します。

　正）86.2％

【問い合わせ】　財政課
　☎ 22-9608　℻  24-2440

お詫びと訂正

　三重県建設労働組合上野支部が家具
に固定金具を無償で取り付けます。
※１軒につき家具３つまで（１回限り）

【と　き】10 月９日㈰・16 日㈰
【対象者】
　次のどちらかに当てはまる人
○市内在住の65歳以上の人のみの世帯
○身体障害者手帳１・２級、療育手帳
Ａの交付を受けている人のみの世帯

※以前にこの事業を利用した世帯や、
市税の滞納がある世帯は申し込みで
きません。

【申込方法】　住宅課にある申込用紙に
必要事項を記入し、下記まで。
※申込用紙は市ホームページからもダ
ウンロードできます。

【申込期限】　８月 16日㈫
【申込先・問い合わせ】　住宅課
　☎ 22-9737　℻  22-9736

　人権の大切さを広めるための啓発活
動や、人権相談、人権侵害の未然防止
などに取り組んでいただきます。

【新　任】　中　ひとみさん（真泥）
【再　任】　山﨑　和憲さん（木興町）
【再　任】　井上　順子さん

（上野愛宕町）
【再　任】　中島　和徳さん（下柘植）
【再　任】　川出　敦子さん（島ヶ原）
【問い合わせ】
○人権政策課
　☎ 22-9683　℻  22-9641　
○津地方法務局伊賀支局
　☎ 21-0804　℻  21-1891

家具を固定し
地震に備えましょう申

人権擁護委員の委嘱

　22 ページの答え　
③ディーゼル動車
　伊賀にはかつて、日本で最初の
何々が多くありました。
※設問と回答は「伊賀学検定 370 問
　ドリル」（上野商工会議所発行・伊賀
　学検定実施委員会編集）から抜粋

【募集人数】　いずれも若干名
【応募資格】
○薬剤師
　平成元年４月２日以降生まれで、免
許を持っている人または採用予定日ま
でに取得見込みの人
○臨床検査技師
　昭和 54 年４月２日以降生まれで、
免許を持っている人または採用予定日
までに取得見込みの人

【採用予定日】　令和５年４月１日
【勤務条件・賃金】
　市の条例・規則による。
※前歴に応じた加算措置や諸手当があ
ります。

※託児所がありますので、子どもがい
る人も安心して勤務できます。

【勤務場所】　上野総合市民病院
【選考方法】　作文・面接
○試験日：９月２日㈮
※時間などは応募者に後日お知らせし
ます。

【応募方法】
　「伊賀市職員選考採用試験受験申込
書」を持参または郵送（簡易書留）で
下記まで。申込書は上野総合市民病院
にあるほかホームページからダウン
ロードできます。

【応募期限】　８月 19日㈮
　午後５時 15分　※必着

【応募先・問い合わせ】
　上野総合市民病院病院総務課
　☎ 41-0065　℻  24-1565

薬剤師・
臨床検査技師募集

　火災による死亡の約７割は住宅で
す。住宅用火災警報器が設置されてい
る場合は、設置されていない場合と比
べ、死者数と焼損床面積は半減し、損
害額は未設置の約６割との報告もあり
ます。
　また、住宅用火災警報器は、火災を
感知するために常に作動しています。
定期的に作動確認を行い、設置後 10
年を目安に交換してください。

【問い合わせ】　消防本部予防課
　☎ 24-9105　℻  24-9111

住宅用火災警報器を
設置しましょう

伊賀市 公式
フェイスブックページ

伊賀の いいね！ がいっぱい

facebook

２次元コードから詳しい情報が見られます。

お知らせ

　サマージャンボ宝くじ（市町村振興
宝くじ）の収益金は、市町が行う防災
対策や、道路、公園、文化施設、福祉
施設の整備、地域医療の充実支援など、
よりよいまちづくりのために使われ
ます。

【問い合わせ】
　（公財）三重県市町村振興協会
　☎ 059-225-2138

宝くじ収益金の
社会貢献

～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支
える地域のチカラ～
　「社会を明るくする運動」は、さま
ざまな立場の人が力を合わせ、犯罪や
非行のない安全で安心な地域社会を
築こうとする全国的な運動で、毎年 7
月は強化月間です。
　「社会を明るくする運動」伊賀市推
進委員会では、皆さんからお寄せいた
だいた「愛の資金」で、街頭啓発、作
文コンテスト、更生保護活動などの事
業を実施しています。

◆「愛の資金」にご協力ください
　令和３年度の「愛
の資金」募金総額は、
2,232,413 円でした。
ご協力ありがとうござ
いました。引き続き、ご支援いただき
ますようお願いします。

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻  22-9673

社会を明るくする運動

【募集種目】　一般曹候補生
【応募資格】
　日本国籍を有する 18歳以上 33歳
未満の人

【応募期限】　９月５日㈪　※必着
【試験日】
　１次試験　９月 15日㈭～ 18日㈰
のうち指定する１日

【試験種目】
　筆記試験、適性検査

【試験会場】
　受付時または受験票交付時にお知ら
せします。

【合格発表】
　１次試験　10月３日㈪
　詳しくは自衛隊三重津地方協力本部
ホームページをご覧ください。
※自衛官候補生は、年間を通じて募集
しています。

【応募先・問い合わせ】
　自衛隊三重地方協力本部
　伊賀地域事務所　☎ 21-6720

自衛官採用試験

【義援金総額】　※５月末現在
○バングラデシュ南部避難民
　62,436 円
○平成 30年７月豪雨災害
　317,161 円
○令和２年７月豪雨災害
　313,944 円
○アフガニスタン人道危機
　6,403 円
○ウクライナ人道危機救援金
　802,695 円
○令和４年３月福島県沖地震災害
　174円
※お寄せいただいた義援金は、日本赤
十字社を通じて、支援を必要とす
る方々にお届けします。

【義援金箱の設置場所】
○本庁舎　１階ロビー
○各支所（上野支所を除く。）

【問い合わせ】　医療福祉政策課
　☎ 26-3940　℻   22-9673

義援金
受け入れ状況

　お買い物ついでに気軽にマイナン
バーカードの申請（顔写真撮影無料）
ができます。本人確認書類だけでなく、
健康保険証としても利用できる便利な
マイナンバーカードの申請を、この機
会に検討してみませんか。

【と　き】
　7 月 16 日㈯
　午前 11時～午後４時
　7 月 17 日㈰～ 19 日㈫
　午前 10時～午後４時
　7 月 20 日㈬
　午前 10時～午後３時

【ところ】
　イオン伊賀上野店　1 階特設会場
　（上野茅町 2519）

【問い合わせ】 　住民課
　☎ 22-9645　℻  22-9643

マイナンバーカード
出張申請サポート

ⒸMARIBON

　県内の男女共同参画センターと 17
市町村が連携し、三重県内男女共同参
画連携映画祭 2022「アラジン」を上
映します。ジャスミンとダリアの姿は、
世界中の女性に自由に生きる勇気を与
えてくれます。映画を通して男女が共
に生きるヒントを見つけませんか。

【と　き】　８月 20 日㈯
　午後２時～（開場：午後１時 30分）

【ところ】
　伊賀市文化会館　さまざまホール

【定　員】
　先着 260人　※事前申込制

【申込方法】
　住所、氏名、電話番号、メールアド
レスを明記の上、下記まで。申込み
フォームからも申し込みで
きます。
※後日、申込者にチケット
を郵送します。

【申込受付開始日】　７月７日㈭～
※１歳～未就学児の託児があります。
　申込期間：７月７日㈭～８月５日㈮

【申込先・問い合わせ】
　男女共同参画センター
　☎ 22-9632　℻  22-9666
　 jinken-danjo@city.iga.lg.jp

三重県内男女共同参画
連携映画祭 2022 申

申込フォーム
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【問い合わせ】　商工労働課　☎ 22-9669　℻  22-9695
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　忍者衣装、忍具、Ｔシャツな
ど、オリジナル商品を中心とし
た忍者グッズの販売をしていま
す。小売だけでなく、各地観光
施設売店などを中心に卸売りも
行っています。日本国内はもち
ろんのこと、海外への販売実績
もあり、CMや映画、テレビな
ど数多くのメディア
関係の人にもご利用
いただいています。

伊賀流忍者店
福永　真司さん

　伊賀流忍者店オリジナルの忍者衣装で、文献などに記されている忍び装束を現
代風にアレンジし、夏場でも着用しやすいように袖なしに仕上げています。
　色落ちがないよう、また耐久性を考慮し、ポリエステル素材を使用しています。
肌寒い季節には、長袖Tシャツと合わせての着用がおすすめです。

夏用忍者衣装伊賀 v
バ ー ジ ョ ン

ersion ４点セット

コラム

　子どもたちが税金について学ぶ機会として、小学
校や中学校の社会科の授業があります。納税は、国
民の三大義務のひとつとして皆さんも学んだ記憶が
あると思いますが、税金は種類が多く用語も難しい
ことから「言葉を覚えるだけで大変だった」という
人も多いのではないでしょうか。
　知識として覚えることはもちろんのこと、「なぜ
税金が必要なのか」「なぜ税金を納めないといけな
いのか」「税金はどのように使われているのか」など、
常に社会に関心をもって、自分もその中で暮らす一
人として主体的に考える人が増えてほしいと、私た
ち税に携わる者は考えています。
　そのために、全国各地で公民が連携して、子ども
たちに税金について知ってもらうために租税教室を
開催しています。市でも上野税務署などと連携して
学校の出前授業に市職員を派遣しています。
　私は、これらの取り組みは、人権の学習とよく似

ていると思います。
　なぜなら、人権学習も学習して終わりではなく、
いろいろな人との交流を通じて人権感覚を培

つちか
いなが

ら、「なぜ差別が起きるのか」「自分に何ができるか」
など、人権問題に関心を持って、自分事として考え
行動できる人を増やすためにしているからです。
　憲法第 11条に、すべての基本的人権の享有がう
たわれており、第 25条では、国民は健康で文化的
な最低限度の生活を営む権利が保障されています
が、税金もその生活を支える仕組みのひとつと考え
ると、税金と人権はどちらも私たちの暮らしにとっ
てかけがえのないものであると言えるのではないで
しょうか。
　これからも、市民の皆さんに税金や人権、また、
市の施策に関心を持ってもらう取り組みを進めてい
きます。

人権について考えるコラムです。明日に向かって ～差別をなくしていくために～

■ご意見などは人権政策課 ☎ 22-9683　℻   22-9641　 　jinken-danjo@city.iga.lg.jp へ

くらしを支える税と人権　　－財務部課税課－

　パラスポーツは、広く障がい者スポーツを表す言
葉で、すでにあるスポーツを基にルールを工夫し考
案されたスポーツのことです。
　昨年開催された東京 2020 パラリンピック競技
大会では、「車椅子バスケットボール」をはじめ 22
種目ものパラスポーツ競技が行われました。

　その中でも特に注目を集めた競技
は、日本チームが銅メダルを獲得し
たボッチャです。ボッチャは６人制
で、氷上のチェスと言われるカーリ
ングに似た競技であり、ジャック
ボールと呼ばれる目標のボールによ
り近くボールを投げたチームが勝者

となります。
投げ方は自由
で、足で蹴っ
たり器具を
使って投げた
りすることが
でき、障がい
の有無に関係
なく誰でも参
加しやすいことが魅力です。
　市では、伊賀市レクリエーション協会と伊賀市ス
ポーツ推進委員がパラスポーツの普及のため、ボッ
チャ教室を開催しています。
　初めてボッチャを体験した人たちからは、「ルー
ルがシンプルでわかりやすく、また参加したい」と
の声が多く聞かれます。
　ボッチャをはじめ誰でも気軽に楽しめるパラス
ポーツに皆さんも挑戦してみませんか。

【問い合わせ】　スポーツ振興課
　☎  22-9635　 ℻  22-9694
　 sports@city.iga.lg.jp

ちから

パラスポーツの紹介
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図書館
　だより

《問い合わせ》
　上野図書館　☎21-6868　℻   21-8999
　いがまち図書室　☎ 45-9122
　島ヶ原図書室　☎ 59-2291
　阿山図書室　☎ 43-0154
　大山田図書室　☎ 47-1175
　青山図書室　☎ 52-1110

図書館（室）からのお知らせ

　伊賀の歴史について、ゆかりの人物を中心に語り
ます。

【と　き】　７月 15 日㈮　午後６時～７時 30分
【ところ】　ハイトピア伊賀　５階多目的大研修室
【テーマ】　上野成蹊学院と清水玄俊
【講　師】　伊賀古文献刊行会　北出　楯夫さん
※ご来場の際は、上野図書館駐車場または、市営上野
公園第３駐車場（午後５時以降無料）をご利用くだ
さい。

　図書館・図書室の本は、市内在住・在学・在勤の人
であれば、無料で貸出できます。
　貸出には図書利用カードが必要です。免許証や保険
証などの身分証明書を持参し、図書館、図書室のカウ
ンターにお申し出ください。
　１枚のカードで１人 10冊まで、15日間貸出する
ことができます。
　ぜひご利用ください。

　絵本などの読み聞かせと簡単な工作（びゅんびゅん
ごま）をします。

【と　き】　７月 23 日㈯　午後１時 30分～３時 
【ところ】　大山田図書室　視聴覚室１ 
【読み手】　おはなしボランティア　きらきら　 
【定　員】　先着８組
【申込期間】　７月 12日㈫～ 20日㈬
【申込方法】　大山田図書室まで来館・電話 

　大型紙芝居や大型絵本の読み聞かせの後、オカリナ
やギターの弾き語りによるプチコンサートを行います。

【と　き】　７月 25 日㈪　午前 10時～ 11時 
【ところ】　西柘植地区市民センター小ホール 
【読み手】　お話の国アリス 
【対　象】　幼児から小学校低学年　※保護者同伴可 
【定　員】　15組程度 
【問い合わせ】　いがまち図書室 

◆郷土の歴史夜咄会 ◆図書館利用案内

◆おはなしくらぶ

◆夏のお話会とプチコンサート

『地球の果ての歩き方』
地球の歩き方編集室／編集

　地の果て、大陸の果て、気候の果て。
旅の好奇心を刺激する、さまざまな「果
て」の地を紹介します。５つのテーマ
に沿った果ての地が、美しい写真とと
もにコンパクトに紹介されていて、気
軽に手に取りやすい一冊です。

▪一般書
司書のおすすめ

絵本の読み聞かせや紙芝居、手遊びなどをします。（30分～１時間程度）
７月の読み聞かせ

と　き ところ 催物（読み手）

９日㈯ 10：30～
大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

上野図書館 おはなしの会

16日㈯ 10：30～ 阿山図書室 読み聞かせの会（はあと＆はあと）

19日㈫ 10：30～ 大山田図書室 あかちゃんたいむ・ミニおはなし会

20日㈬ 10：30～ 上野図書館 えほんの森（よもよも）

23日㈯ 10：30～ 上野図書館 おはなしの会

27日㈬ 10：30～ 上野図書館 おひざでだっこのおはなし会

８月４日㈭ 10：30～ 上野図書館 えほんのひろば（ちいさなねこ）

８月６日㈯ 10：30～ 大山田図書室 おはなしたいむ（きらきら）

８月７日㈰ 10：30～ 上野図書館 ことばで伝えるおはなし会

※新型コロナウイルス感染症拡大予防のため、参加者の人数を
制限しています。

図書館
ホームページ

▪児童書
『食べ物のひみつを教えます 
牛乳・魚』　

安達　修二／監修

▪絵　本
『おとうとがおおきくなったら』

ソフィー・ラグーナ／文
ジュディ・ワトソン／絵

８月の無料相談 暮らしのいろいろな問題と悩みごとについて相談をお受け
します。詳しくは市ホームページをご覧ください。

相談内容 開催日 時　　間 場　　所 問い合わせ／備考 電　話

法律相談　※予約制
＊市職員（弁護士）が相談
に応じます。
　（年度内１回のみ）

①
10日㈬

13:00 ～ 16:30 本庁舎　２階相談室３
住民課

① 8/3　8：30～受付
② 8/16　8：30～受付

※先着６人
22-9638

②
23日㈫

女性法律相談（離婚・
親権など）　　※予約制 10 日㈬ 13:00 ～ 16:00 ハイトピア伊賀

４階相談室
人権政策課

※受付期間（7/25 ～ 8/5）
※先着４人

22-9632

法テラス法律相談（弁護士）
※予約制 17 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

法テラス三重
※受付期限（8/15）
※先着６人

050-3383-
5470

行政相談（行政相談委員）
＊行政に関わる日常の困
　りごとをお伺いします。

９日㈫

13:30 ～ 16:00

本庁舎　２階相談室３ 住民課 22-9638

10 日㈬ 島ヶ原支所　応接室 島ヶ原支所 59-2053

18 日㈭ 青山複合施設 アオーネ 青山支所 52-3227

司法書士相談（登記・相続・
借金問題など）※予約制 24 日㈬ 13:00 ～ 16:00 本庁舎　２階相談室３

住民課
※受付期間（7/28 ～ 8/22）

※先着 5人
22-9638

交通事故相談
※予約制 12 日㈮ 13:30 ～ 15:30 本庁舎　２階相談室３

住民課
※受付期限（8/10）
※先着 4人

22-9638

出張年金相談※予約制
３日㈬

10:00 ～ 15:00 ハイトピア伊賀　３階 津年金事務所 059-228-
911219 日㈮

緑（園芸）の相談 ８日㈪ 13:30 ～ 16:00 本庁舎　１階玄関ロビー 都市計画課 41-0290

外国人のための
行政書士相談
※予約制

４日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階
多文化共生センター

多文化共生課
※受付期限（8/1）
※先着４人

22-9702

健康相談 19日㈮ 10:00 ～ 11:00 ハイトピア伊賀
４階ミーティングルーム 健康推進課 22-9653

高齢者の就業相談
４日㈭

13:30 ～ 15:00
木興町市民館

シルバー人材センター 24-580018 日㈭
※予約制 伊賀市シルバーワークプラザ

人権相談
（人権擁護委員）

３日㈬ 13:30 ～ 16:00 島ヶ原支所　会議室

人権政策課 22-9683

５日㈮ 13:30 ～ 16:00 阿山保健福祉センター　2階会議室

８日㈪ 9:00 ～ 12:00 青山福祉センター　相談室

10日㈬ 13:30 ～ 16:00 伊賀支所　2階大会議室

18日㈭ 13:30 ～ 16:00 ハイトピア伊賀　４階相談室３

※このほか、常時開設相談（消費生活相談、空き家に関する相談、高齢者・障がい者の総合相談、女性相談、家庭児童相談、母子・父子自
立相談、こどもの発達相談、教育相談、青少年相談、若年の就労相談、雇用・労働相談、生活にお困りの方の相談、人権相談）もあります。

こころの健康相談
※予約制 31 日㈬ 14:00 ～ 17:00 三重県伊賀庁舎　１階 伊賀保健所

※未治療・未受診の人のみ 24-8076

2022.731 2022.7 30
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今月の表紙は鈴鹿ポイントゲッターズサッカー教室の様子。

掲載している催しは新型コロナウイルス感染症の影響により中止・延期する場合があります。
詳しくは、各問い合わせ先にご確認ください。

© 2022 SANRIO CO., LTD. APPROVAL NO. L631783

伊賀線全線開通100周年
大正、昭和、平成、令和と４つの時代を走り続けてきました。 今月の納税

●納期限　８月１日 （月）
納期限内に納めましょう
固定資産税（２期）
国民健康保険税（１期） 2022 年（令和４年）７月１日　発行／伊賀市　編集／総務部秘書広報課

〒518-8501　伊賀市四十九町 3184番地
☎ 0595-22-9636　℻   0595-24-7900　htt㎰ ://www.city.iga.lg.jp

○総数　87,782 人　○世帯数　40,490 世帯
○男　43,127 人　　○女　44,655 人

伊賀市の人口・世帯数
令和４年５月 31日現在

広報いがをスマホでチェック

７月の二次救急実施病院
≪実施時間帯≫　平日：午後 5時～翌日午前 8時 45分
土・日・祝日：午前 8時 45分～翌日午前 8時 45分
≪実施時間帯（岡波総合病院）≫
月曜日：午後５時～翌日午前９時　水曜日：午後５時～翌日
午前８時45分　日曜日：午前９時～翌日午前８時45分
※月・水曜日が祝日の場合、午前 9 時～翌日午前 8時 45分
二次救急（重症）の人が対象です。

救急車での搬送限定ではありませんが、必ず受診前に連
絡が必要です。
　上野総合市民病院（☎ 24-1111）
　名張市立病院（☎ 61-1100）
　岡波総合病院（☎ 21-3135）

◦各病院の受け入れ体制

　　　　　　　ユニバーサルデザイン（UD）の考えに
基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

◦伊賀市応急診療所（一次救急）
【診療科目】　一般診療・小児科　【所在地】　上野桑町 1615　☎ 22-9990
【診療時間】　月～土曜日：午後８時～ 11時
　日曜日・祝日：午前９時～正午・午後２時～５時・午後８時～ 11時
※受付は診療終了時刻の30分前までです。駐車場に受付を設置しています。
※各種感染症検査（新型コロナウイルスなど）は行っていません。
※点滴・レントゲン検査・血液検査などはできません。
※救急車利用の場合の帰りの手段は各自で手配してください。

◦ 伊賀市救急・健康相談ダイヤル 24
☎ 0120-4199-22
※通話料・相談料は無料です。

◦三重県救急医療情報センター
☎ 059-229-1199
受診できる医療機関をご案内（24時間）

◆感染防止対策室
　感染防止対策室の業務は、さまざまな感染から患
者さんやそのご家族、病院職員、そして病院に出入
りするすべての人を守ることです。
　現在、特に新型コロナウイルス感染症が、重要な
取り組み対象となっています。この感染症は 2019
年に発生が確認されてから３年近く経過しますが、
ウイルスが変異を繰り返し、今も多くの人が感染し、
医療機関や高齢者施設、学校などではクラスター（集
団感染）が発生しています。
　当院ではこれまでも厚生労働省が定めるガイドラ
インに基づく感染防止対策を行ってきました。最近
は、新型コロナウイルス感染症の主な感染経路とさ
れる飛

ひ
沫
まつ
感染や接触感染を防ぐため、換気や消毒な

どの対策を
一層強化し
ています。
　また、職
員が病院の
外で感染す
るリスクも
あるため、院外における活動も含めた感染対策の独
自ルールを定め、全職員が一丸となって感染防止に
取り組んでいます。
　なお、職員だけでなく、患者さんをはじめ来院さ
れるすべての人に、マスクの着用、手指消毒、体温
測定を行っていただいています。皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。
　今後も地域の皆さんに安心して受診していただけ
るように、病院を挙げて感染対策に取り組んでいき
ます。　

（感染防止対策室　副室長　前田　きよ美）

上野総合市民病院だより

日 月 火 水 木 金 土
１
　上野

２
　名張

３
岡／名

４
　岡波

５
　名張

６
　岡波

７
　名張

８
　上野

９
　上野

10
　岡波

11
　岡波

12　
　上野

13
　岡波

14
　名張

15
　上野

16
　名張

17
岡／名

18
　岡波

19
　名張

20
　岡波

21
　名張

22
　上野

23
　上野

24
　岡波

25
　岡波

26
　上野

27
　岡波

28
　名張

29
　上野

30
　上野

31
岡／名

＊小児科以外の診療科です。

※重症者が重なるなど、診察できない場合があります。
※非当番日は救急の受け入れを行いません。


